
今回、柏レイソルの菅沼選手に注目していま
す。取材に行くまで知らなかったのですが、練
習試合を見たとき｢ 活躍するのでは｣と思ってい
たら4月1日現在、得点王。キャンプではプロ
のプレーを見るだけでなく、新たな逸材も発見で
きます。皆さんも来年は行ってみてください（み）

今年度の霧島市立の新入学生は小学生1,325
人、中学生1,390 人。ところで中学 1年になる
長男の制服はぶかぶかで、ズボンもかなり大き
い。｢もっと短く縫えないかなあ｣と制服を短くす
るために悪戦苦闘している妻。｢あんまりでかい
の買いすぎよ｣と心の中でつぶやく私でした（た）

春は出会いと別れの季節ですね。皆さんにも
きっとさまざまな場面があったことでしょう。慣
れ親しんだ人と別れるのはさみしいことです
が、出会いがあったからこそ抱ける気持ちですよ
ね。また１年がスタートしますが、これからも新し
い出会いを大切にしていきたいと思います（あ）

４月の人事異動で広報広聴課の仲間入りをす
ることになりました。広報誌は合併前の牧園町
時代に担当者として作っていましたが11年ぶり
に帰ってきました。「広報きりしま」が市民の皆
さまに親しまれるように、一生懸命頑張りたい
と思います。皆さんよろしくお願いします（な）

Editor's

◎人口／128,361人（＋31）
男性／ 62,048人（－9） 女性／ 66,313人（＋40）
出生108人／死亡105人　転入356人／転出329人
◎世帯数／56,229世帯（＋18）

（平成19年３月1日現在）

気 を揉んだ桜開花前線がやってきた。その
最中、福山町大廻地区に立ち寄ってみた。

桜並木が続く小道を振り返るとそこには異国情緒
が漂う空間が広がっていた。ここは長崎で勉学
に励まれた先人が帰郷後、当時を振り返り思い
を込めて整備されたという小道。今回また新しい
１コマを撮らせてもらった。

【撮影データ】  デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜F2.8 
ISO100　1/250s　F8

◎今月の表紙

４月５日　午後２時21分　福山町大廻地区（松下美術館周辺）
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３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
27
日
か

ら
３
月
27
日
ま
で
開
か
れ
、
前
田
終

止
市
長
は
平
成
19
年
度
の
方
針
を
述

べ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
施
政
方
針

と
新
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱
に
も
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
課

題
と
し
て
「
経
営
健
全
化
に
関
す
る

こ
と
」「
県
下
第
２
位
の
人
口
を
擁

す
る
地
域
中
核
都
市
と
し
て
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」
そ
し
て
「
組

織
機
構
と
定
員
管
理
に
関
す
る
こ

と
」
の
３
つ
が
差
し
迫
っ
た
重
要
な

課
題
で
す
。

経
営
健
全
化

地
方
交
付
税
の
縮
減
や
積
立
金
の

取
り
崩
し
、
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

大
幅
な
増
収
が
期
待
で
き
な
い
な
ど

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平

成
19
年
度
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
い

ち
早
く「
霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、「
霧
島
市
補
助
金
等
理

念
条
例
」
や
「
霧
島
市
補
助
金
交
付

指
針
」
な
ど
の
策
定
に
よ
り
、
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
編
成
し
た
結
果
、
平
成
19
年
度

当
初
予
算
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、

７
・
１
㌫
減
の
緊
縮
型
予
算
と
す
る

こ
と
が
で
き
、
経
営
健
全
化
へ
の
第

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
、
歳
入
面
に
お
い
て
も
、
市

税
な
ど
の
収
納
率
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
税
務
対
策
総
括
監

を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
滞
納
整
理
体

制
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
収
納
対
策

室
を
設
置
す
る
な
ど
、
計
画
的
に
滞

納
整
理
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全

庁
的
な
収
納
体
制
を
構
築
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
庁
所
在
地
で
あ
る
鹿
児
島
市
と

相
互
に
連
携
し
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
県
土
形
成
の
た
め
、
権
限
・
財

源
の
移
譲
を
県
に
対
し
て
強
く
求
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
、
建
築
確
認
事
務

な
ど
15
項
目
１
７
６
事
務
の
権
限
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
方
分
権
の

受
け
皿
と
し
て
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
13
万
都
市
と
し
て
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
し
て
、
現
在

Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
中
心
市
街
地
の
商
業
、
ま

ち
づ
く
り
を
運
営
す
る
機
関
）
が
建

設
中
の
立
体
駐
車
場
ビ
ル
の
２
階
フ

ロ
ア
に
（
仮
称
）「
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
各
種
事
業
や
高
齢
者
に

対
す
る
相
談
な
ど
の
総
合
的
な
支
援

を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
の

発
行
な
ど
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
県
内
で
は
お
そ

ら
く
初
め
て
と
な
る
、
夕
方
や
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
な
ど
い
つ
で
も
税
金
や

保
育
料
な
ど
が
納
め
ら
れ
る
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
１
階
に
は
フ
ロ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
市
役
所

を
訪
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
、
窓
口
の
案
内
や
申
請
書
類
な
ど

の
記
載
を
お
手
伝
い
す
る
な
ど
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
市
民
に

と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
、
愛
さ
れ

る
市
役
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
機
構
と
定
員
管
理

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
は
１
、４
０
８
人
で
、
国
の
試
算

値
か
ら
す
る
と
約
８
㌫
超
過
し
て
お

り
、
人
件
費
総
額
は
、
当
初
予
算
額

の
23
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
、
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

５
年
間
で
10
㌫
、
１
４
０
人
以
上
の

削
減
目
標
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
、
職

員
数
の
適
正
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
方
、
本
市
は
県
下
第
２

位
の
人
口
を
擁
す
る
都
市
と
し
て
新

た
な
行
政
課
題
な
ど
に
も
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
意
思
決
定
過
程
が
簡

素
化
さ
れ
、
政
策
・
施
策
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
効
果
的
で
効
率
的
な
組

織
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、今
回
、「
組
織
機
構
再
編
計
画
」を

定
め
、
５
年
後
の
組
織
を
現
在
の
19

部
局
１
２
１
課
３
１
２
係
等
か
ら
11

部
局
80
課
２
０
０
グ
ル
ー
プ
程
度
ま

で
簡
素
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
霧
島
市
が
抱
え
る
多
く

の
課
題
を
解
決
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
納
得
し
て
い
た
だ
く
行
政
を
行
う

た
め
、
行
政
改
革
大
綱
の
実
施
計
画

と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
健

全
な
財
政
運
営
な
ど
１
８
５
項
目
か

ら
な
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
逐
次
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
公
表
し
て
い
く
考
え
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
平
成
19
年

度
は
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
る
た
め
の
『
行
財
政
改
革
断
行
元

年
』
と
位
置
づ
け
、「
市
民
総
親
和
」

の
も
と
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

て
い
ま
す
「
美
し
い
霧
島
市
」「
日

本
一
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
目
指

し
、「
開
か
れ
た
市
政
」「
活
力
あ
る

市
政
」「
公
正
で
公
平
な
市
政
」
の

３
つ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、

新
た
な
霧
島
市
政
の
健
全
経
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
予
算

国
の
平
成
19
年
度
予
算
編
成
に
お

き
ま
し
て
は
、「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０

０
６
」
に
沿
っ
て
、
歳
出
・
歳
入
一

体
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平

成
23
年
度
に
国
と
地
方
の
基
礎
的
財

政
収
支
を
確
実
に
黒
字
化
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
歳
出
構
造
改
革
路
線
を

強
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

地
方
財
政
に
は
、
依
然
と
し
て
大

幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、「
基
本
方
針
２
０

０
６
」
に
沿
っ
て
、
給
与
関
係
経
費

や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を
通
じ

て
、
地
方
財
政
規
模
の
抑
制
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
財
源
不
足
の
圧
縮

が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、

地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
総
額

の
確
保
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま

で
「
県
政
刷
新
大
綱
」
に
基
づ
き
、

歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
徹
底
し

た
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
平
成
19
年
度
の
財
政
収
支
の
見

通
し
」
で
は
、
財
源
不
足
額
が
平
成

18
年
度
か
ら
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
県
政

刷
新
大
綱
」
を
よ
り
一
層
踏
ま
え
た

行
財
政
改
革
を
目
指
し
た
当
初
予
算

編
成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
単
独
事

業
な
ど
の
削
減
が
予
測
さ
れ
、
本
市

に
お
い
て
も
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。　

本
市
の
財
政
運
営
は
、
国
、
県
同

様
に
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ
る
ご

と
に
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、
平
成
19
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
将
来
の
霧
島
市
を
明
る

い
展
望
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
自

主
財
源
や
新
た
な
収
入
の
積
極
的
な

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
投
資
的

経
費
の
抑
制
に
よ
る
市
債
残
高
の
引

き
下
げ
な
ど
を
軸
に
、
歳
出
抑
制
の

た
め
、
徹
底
し
た
事
務
経
費
の
抑
制

や
事
務
執
行
の
効
率
化
を
図
る
な
ど

の
厳
し
い
方
針
で
臨
み
、「
選
択
と

集
中
」、「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
、

自
己
完
結
」
を
基
本
に
、
緊
急
性
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
勘
案
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

配
分
を
念
頭
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、「
経
営
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
歳
入
の
身
の
丈
に
合
っ

た
予
算
編
成
を
心
が
け
、
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
財
政
を
堅
持
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
本

市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
本
市
独
自

の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
予
算

と
し
て
編
成
し
た
結
果
、
平
成
19
年

度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
を
４
９

２
億
５
千
万
円
と
し
、
平
成
18
年
度

と
比
較
し
て
37
億
４
千
万
円
の
減
額

７
・
１
㌫
減
の
緊
縮
予
算
と
し
ま
し

た
。今

後
も
、「
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
健
全
財
政
」
を
維
持
す
る
た

め
、
平
成
19
年
度
以
降
に
つ
い
て
も

財
政
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

県
下
第
２
位
の
人
口
を

擁
す
る

地
域
中
核
都
市
と
し
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

行
財
政
改
革
断
行
元
年

美
し
い
霧
島
市
、日
本
一
の
ふ
る
さ
と
創
り
を
目
指
し
て

市
政
の
健
全
経
営
を
進
め
ま
す
。

平成19年度

施政方針と新年度予算

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.4, Japan



事　業　名 予算額
１、活力ある都市づくり 385,000 

中心市街地活性化事業（基本計画変更調査等） 9,000 
まちづくり交付金事業（福山地区） 163,000 
まちづくり交付金事業（国分地区） 185,000 
野口橋～天降川上流の堤防を利用した道路計画 28,000 

２、自然にやさしい都市づくり 87,771 
おじゃんせ霧島推進事業（ＩＪＵ促進対策） 10,389 
生活排水対策推進計画策定 630 
循環型社会形成推進地域計画策定 2,000 
一般廃棄物最終処分場建設事業（候補地の選定等） 29,156 
敷根最終処分場整地測量設計 2,700 
高度処理型合併浄化槽設置補助 2,262 
単独浄化槽撤去補助（合併浄化槽への変更時） 9,000 
消防予防査察専門員の配置 1,314 
北消防署の整備（実施設計及び地質調査） 13,000 
環境基本計画策定（平成１８年度からの継続） 9,587 
自主防災組織育成助成事業（２団体） 1,040 
市無事故無違反コンテスト（約 730 チーム予定） 2,878 
安全灯設置（80 基予定） 3,815 

３、育み磨きあう都市づくり 2,448,538 
（仮称）第二国分西小学校建設事業（用地取得等） 934,700 
牧之原中学校武道場改築事業 53,400 

（仮称）第二国分西小学校建設に伴う道路整備 87,500 
牧園中学校整備事業（校舎改築） 216,000 
日当山小学校整備事業（校舎改築等） 1,119,553 
青少年による方言（鹿児島弁）の標語コンテスト 276 
わんぱく「きりしまっ子」育成プラン（自然体験事業等） 4,402 
不登校児童・生徒への対応、いじめ問題の未然防止等 21,056 
山村留学・特認校制度の充実 11,651 

４、たすけあい支えあう都市づくり 1,606,313 
（仮称）市民サービスセンター関係事業 101,043 

市民サービスセンター開設事業 87,293 
ファミリーサポート事業（子育て支援事業） 9,750 
市民サービスセンター内での総合窓口業務 4,000 
地域包括支援センター事業（介護保険分） (33,859)

次世代育成支援対策地域行動計画策定 1,315 
子育て支援パスポート事業 22 
認定子ども園の設置（私立幼稚園での保育事業実施） 38,089 
特定不妊治療費助成事業 4,000 
乳幼児医療扶助費（自動償還払い方式の導入） 146,119 
食育増健推進関係事業 4,418 
児童手当（３歳未満の手当て引き上げ） 1,056,915 
放課後児童健全育成事業（児童クラブの充実） 73,698 
後期高齢者医療制度関係経費（システム構築等） 95,694 
地域介護・福祉空間整備事業 85,000 

５、産業ふれあいの都市づくり 186,034 
（仮称）きりしまふるさとフェア 6,000 
農村環境計画策定 10,136 
農地・水・環境保全向上対策事業 5,849 
林業構造改善事業 27,500 

（仮称）霧島市キャンペーン運営協議会補助 2,250 
いいとこ案内所表示のぼり旗（100 箇所） 160 
工場等用地取得費・雇用促進補助事業 99,531 
サンライズかごしま茶産地総合整備事業 12,361 
農村振興総合整備実施計画策定（溝辺地区） 10,000 
土地改良施設維持管理適正化事業 4,393 
観光霧島基本構想計画策定 7,854 

６、住民参画の都市づくり 360,520 
ふるさと霧島カルタ作成 1,242 
市歌の制定 1,472 
男女共同参画フォーラムの開催 300 
地区活性化事業 13,000 
地域まちづくり支援事業 189,489 
地域施設等補助事業 98,307 
ボランティア活動助成 906 
県等からの職員派遣負担金 55,000 
男女共同参画計画策定 804 

７、健全な行財政組織の都市づくり 75,680 
建築確認取扱事業（権限移譲分） 1,728 
行政経営システム導入支援事業 6,972 
総合計画策定支援事業 12,182 
地域情報化計画策定 800 
障害者自立支援システム導入事業 45,400 
市税等収納強化対策 1,000 
保育料収納強化対策 3,684 
住宅使用料収納強化対策 3,914 

一般会計歳入歳出総額 492億5,000万円

●
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算
編
成
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経
営
）
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を

踏
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歳出

市税
153億8,370万8千円

（31.2％）

地方交付税
127億円

（25.8％）

市債
57億7,080万円

（11.7％）

国庫支出金
52億6,991万7千円

（10.7％）

県支出金
27億3,993万9千円

（5.6％）

使用料及び手数料
18億2,071万円

（3.7％）

義務的経費
279億1,200万円
（56.7％）

投資的経費
82億8,800万円

（16.8％）

その他の経費
130億5,000万円

（26.5％）

人件費
116億1,800万円

（23.6％）

普通建設事業費
80億3,500万円

（16.3％）

その他
1億9,000万円

（0.4％）

災害復旧事業費
2億5,300万円

（0.5％）

繰出金
41億9,200万円

（8.5％）

補助費等
20億9,500万円

（4.3％）

維持補修費
3億9,500万円

（0.8％）

物件費
61億7,800万円

（12.5％）

自主財源
202億5,091万8千円
（41.1％）

◎歳出の性質別経費の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）

区　　分 H19年度 H18年度 増減額 増減率
市 民 税 65億980万円 45億8,320万円 19億2,660万円 42.0％ 
固 定 資 産 税 71億4,282万7千円 65億4,938万1千円 5億9,344万6千円 9.1％
軽 自 動 車 税 2億6,650万円 2億5,320万円 1,330万円 5.3％ 
市 た ば こ 税 7億4,000万円 6億9,000万円 5,000万円 7.2％
都 市 計 画 税 6億1,400万円 5億6,200万円 5,200万円 9.3％
そ の 他 1億1,058万1千円 1億1,026万1千円 32万円 0.3％

計 153億8,370万8千円 127億4,804万2千円 26億3,566万6千円 20.7％

区　　分 H19年度 H18年度 増減額 増減率
一 般 会 計 492億5千万円 529億9千万円 △37億4千万円 △ 7.1％
国民健康保険特別会計 129億223万2千円 114億6,400万円 14億3,823万2千円 12.5％
老人保健医療特別会計 142億8,465万5千円 144億2,164万7千円 △1億3,699万2千円 △ 0.9％
介 護 保 険 特 別 会 計 75億770万円 76億2,550万円 △1億1,780万円 △ 1.5％
交通災害共済事業特別会計 3,166万5千円 3,440万円 △273万5千円 △ 8.0％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 17億716万6千円 18億8,000万円 △1億7,283万4千円 △ 9.2％
温 泉 供 給 特 別 会 計 8,981万円 8,000万円 981万円 12.3％
空港県営駐車場管理事業特別会計 一般会計への合算 4,017万円 △4,017万円 皆減
国民休養地事業特別会計 指定管理者制度導入に

伴う一般会計への合算
2,012万円 △2,012万円 皆減

丸 岡 公 園 特 別 会 計 1億700万円 △1億700万円 皆減
合 　 　 　 　 　 　 計 857億7,322万8千円 886億6,283万7千円 △28億8,960万9千円 △ 3.3％

◎各会計予算規模

◎市税の内訳

平成19年度当初予算
◎平成19年度主要事業

◎市民1人あたりにすると
　383,776円

市税
119,876円
地方交付税
98,964円
市債
44,968円
国庫支出金
41,065円
県支出金
21,351円
使用料及び手数料
14,188円
繰入金
10,236円
地方消費税交付金
9,351円
地方譲与税
6,390円
分担金負担金
5,713円
その他
11,674円

民生費
105,876円

公債費
66,931円

教育費
53,071円

総務費
48,822円

土木費
45,578円

衛生費
23,649円

農林水産業費
15,604円

消防費
12,310円

商工費
4,228円
その他

7,707円

歳入歳出
【用語説明】

◎前年度当初予算との目的別経費比較（歳出）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

民生費 公債費 教育費 総務費 土木費 衛生費 その他

平成19年度

平成18年度

（単位：百万円）

8,319

7,362
6,877 6,847

4,184

6,104

（単位：千円）

自主財源	 ：	市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料など自主的に
収入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保で
きるかどうかの尺度になるもの

依存財源	 ：	地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定め
られたり、割り当てられたりするもの

義務的経費	 ：	歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できな
い経費で、極めて硬直性の強い経費

人件費	 ：職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など
扶助費	 ：	生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出す

る経費
公債費	 ：地方債の元利償還金及び一時借入金利子の合計額
投資的経費	 ：	支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設な

ど将来に残るものに支出される経費
普通建設事業費	：	道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の

新増設などの建設事業に要する経費
物件費	 ：	消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、

備品購入費、報償費、委託料、使用料及び賃借料など
維持補修費	 ：市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費
繰出金	 ：	一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出さ

れる経費

公債費
85億9,900万円

（17.5％）

扶助費
76億9,500万円

（15.6％）

歳入

分担金及び負担金
7億3,315万3千円

（1.5％）

諸収入
6億278万4千円

（1.2％）

財産収入
1億4,698万3千円

（0.3％）

その他
2億5,000万1千円

（0.5％）

繰入金
13億1,357万9千円

（2.7％）

地方消費税交付金
12億円

（2.4％）

地方譲与税
8億2,000万円

（1.7％）

その他
4億9,842万6千円

（1.0％）

依存財源
289億9,908万2千円

（58.9％）

（2月1日現在人口）

13,587 8,589

13,297

6,811 6,265 5,849 3,035 5,114
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農 業 委 員 会
選挙管理委員会
監 査 委 員

６４－０９１０
６４－０９３８
６４－０９１１

６４－０９１２
６４－０９０３
６４－０８９５

６４－０９８７
６４－０９０７
６４－０９０９
６４－０９５４
６４－０９０８
６４－０９８９
４６－７７７８

６４－０９３２
６４－０９３７

６４－０１１９
６４－０４３４
７８－３３９９

６４－０９１３

４２－３５００

６４－０９２４
６４－０９２５
６４－０９２６
６４－０９９０
６４－０９２７

６４－０９２９
６４－０９３０
６４－０９２８

農業振興、農業振興地域整備計画、畜産業振興
林業振興、有害鳥獣、水産振興
土地改良区、法定外公共物、農道及び用水路等

商工業の振興、消費者行政、雇用促進、労働者福祉
企業誘致、企業・産業の経営支援、制度資金
観光政策、観光施設の管理運営、観光客の誘致、特産品

道路及び河川の占用、市道境界立会い、用地取得
市道、河川、排水路等の整備及び維持補修
市営住宅の管理、建設及び維持補修、使用料の徴収
建築確認申請、道路位置の指定
都市計画、都市景観、街路、公園・緑地、開発行為
土地区画整理事業、住宅市街地総合整備事業
下水道施設の運営・管理

工事の検査及び監督指導
工事の入札、指名競争入札参加資格

通報受付、出動指令、危険物・煙火消火等許可取締指導、消防団
災害の警戒警備防御、防火防災安全指導、救急業務、火災予防対策
災害の警戒警備防御、防火防災安全指導、救急業務、火災予防対策

現金及び有価証券の出納及び管理、決算の調製

使用料、手数料及び負担金等の収納
水道施設の施工及び維持管理、水質管理

学校その他教育施設の整備計画及び営繕
教育職員の人事管理、学校給食
公民館の管理運営、生涯学習、青少年教育
文化財の保護、芸術文化、文化活動
社会体育施設の管理及び運営、生涯スポーツ

農業者年金、農地法等に基づく許認可申請・諸証明
各種選挙の執行管理、選挙啓発活動
監査
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課

〈
総
合
支
所
〉

●�

隼
人
以
外
の
総
合
支
所
は
、
教
育
出
張
所

６
課
が
５
課
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

・
総
務
課
と
税
務
課
→
地
域
振
興
課

・
市
民
課
と
保
健
福
祉
課
→
市
民
福
祉
課

・�

教
育
総
務
課
と
生
涯
学
習
課
→
教
育
振
興
課

※�

隼
人
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

1
月
の
分
庁
移
行
ま
で
は
従
来
と
お
り
の

業
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

農 政 畜 産 課
林 務 水 産 課
耕 　 地 　 課

商 工 労 政 課
企 業 振 興 課
観 　 光 　 課

建 設 調 整 課
土 　 木 　 課
建 築 住 宅 課
建 築 指 導 課
都 市 整 備 課
区 画 整 理 課
下 水 道 課

検 　 査 　 課
契 　 約 　 課

消 防 本 部
中 央 消 防 署
北 消 防 署

会 　 計 　 課

管 　 理 　 課
水 　 道 　 課

教 育 総 務 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
文 化 振 興 課
ス ポ ー ツ 振 興 課

事 　 務 　 局
事 　 務 　 局
事 　 務 　 局

農 林 水 産 部

商 工 観 光 部

建 設 部

工 事 監 査 部

会 計 管 理 部

教育委員会事務局

水 道 部

霧島市の
組織と主な業務

防災、交通、防犯、選挙、統計、地域振興、市税等の賦課、税
等に関する諸証明書の交付等

戸籍・住民登録、印鑑証明、環境衛生、国民年金、国民健康保険、
老人医療、福祉、予防接種、母子保健、介護保険

農政、畜産、耕地、林務、農業委員会事務

市道、河川、市営住宅、屋外広告物

学校教育、学校給食、生涯学習、生涯スポーツ、芸術文化、文
化財保護

水道料金の収納、水道施設の維持管理
	
戸籍、住民基本台帳及び外国人登録、印鑑証明書等の交付

防災、交通、防犯、選挙、統計
市税等の賦課、税等に関する諸証明書の交付
戸籍・住民登録、印鑑証明、環境衛生、国民年金、国民健康保険、
老人医療
福祉、介護保険
農政、畜産、耕地、林務、農業委員会事務、商工、観光
市道、河川
市営住宅
住居表示、屋外広告物、街路、公園・緑地
学校教育、学校給食
生涯学習、生涯スポーツ、芸術文化、文化財保護

地 域 振 興 課

市 民 福 祉 課

産 業 振 興 課
建 　 設 　 課

教 育 振 興 課

総 　 務 　 課
税 　 務 　 課

市 　 民 　 課

福 　 祉 　 課
産 業 振 興 課
土 　 木 　 課
建 　 築 　 課
都 市 計 画 課
教 育 総 務 課
生 涯 学 習 課

溝辺・横川・牧園・霧島・福山
各総合支所

教育委員会溝辺・横川・牧園・
霧島・福山各出張所

水道事業溝辺・横川・牧園・
霧島・福山各支所

牧 之 原 支 所

隼 人 総 合 支 所

教育委員会隼人出張所

総合支所

◎問い合わせ先　行政改革推進課　行革第１グループ　　☎（64）0952（直通）

o r g a n i z a t i o n a l  c h a r t  a n d  m a i n  d u t i e s

市民の視点に立った改革と、民間の顧客満足度の考え方を取り入れながら、
質の高い行政サービスが提供できるよう取り組んでまいります。

=今回変更等があった課等

消 防 局

６４－０９２２

６４－０９１５

６４－０９９７
６４－０９１６
６４－０９５５
６４－０９８３
６４－０９１７
６４－０９０２
６４－０８９２

６４－０９１４
６４－０９５２
６４－０９８８
６４－０９３３

６４－０９５０
６４－０９０１
６４－０８８６
４５－００７０

６４－０９０４
６４－０９９１
６４－０９９５

６４－０９０５
４３－０４８６
６４－０９４６

議会、委員会、会議録の調製及び保管

職員の人事、福利厚生、情報公開、例規、固定資産評価審査委員会
道義高揚、青少年の健全育成
防災、防犯、交通安全、交通、国民保護
秘書、渉外、儀式、褒章
広報、陳情・請願、行政相談、市ホームページ
公有財産の管理、物品に係る入札管理、公用車管理
予算編成、財政計画、地方交付税、市債
市税等の賦課
市税等の徴収及び収納、税等に関する諸証明書の交付
市税等の徴収及び収納対策

総合企画、定住促進、国際交流、姉妹都市交流、男女共同参画
行政改革、組織及び定員管理、指定管理者制度
地域振興、自治会、コミュニティ施策、ＮＰＯ
情報政策の企画・調整、統計調査、電算

環境政策、一般廃棄物、リサイクル法、不法投棄等
戸籍、印鑑登録、住民基本台帳、人権啓発
国民年金、国民健康保険、老人医療
し尿処理施設、ごみ処理施設、火葬場の運営及び管理

民生委員、児童委員、災害救助、生活保護
児童福祉、母子・寡婦・父子福祉、乳幼児医療給付、保育所
高齢者・身体障害者・知的障害・精神障害福祉、介護保険
ねんりんピック鹿児島（平成20年）対策
予防接種、母子保健、成人保健、歯科保健、健康づくり
予防接種、母子保健、成人保健、歯科保健、健康づくり
医師会医療センターの管理運営

議 事 調 査 課

総 　 務 　 課
市民運動推進室

安 心 安 全 課
秘 　 書 　 課
広 報 広 聴 課
管 　 財 　 課
財 　 政 　 課
税 　 務 　 課
収 　 納 　 課
収 納 対 策 室

企 画 政 策 課
行 政 改 革 推 進 課
共 生 協 働 推 進 課
情 報 政 策 課

環 境 衛 生 課
市 　 民 　 課
保 険 年 金 課
衛 生 施 設 課

社 会 福 祉 課
児 童 福 祉 課
高齢・障害福祉課
ねんりんピック対策室

健 康 増 進 課
すこやか保健センター

市 立 病 院 管 理 課

議 会

総 務 部

企 画 部

生 活 環 境 部

保 健 福 祉 部

本　庁
▼直通番号

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.4, Japan



国
民
健
康
保
険
給
付

Q
行
政
と
し
て
医
療
機
関
の
過
医
療
を

抑
え
る
な
ど
医
療
費
抑
制
の
対
策
は

何
か
行
っ
て
い
る
の
か
。●

A
医
療
機
関
か
ら
の
請
求（
レ
セ
プ
ト
）

に
関
し
て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
専
門

員
が
毎
月
の
点
検
（
単
月
点
検
・
縦
覧
点
検
）

を
行
い
、
過
誤
返
戻
・
再
審
査
な
ど
で
年
間
７

千
万
円
程
度
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
抑
制
策
に
関
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
や
多
受
診
防
止
の
た
め
、
民
間
委
託
の
保
健

師
・
看
護
師
が
訪
問
し
、健
康
相
談
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
の

た
め
年
間
８
９
０
人
程
度
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診

者
に
対
し
て
受
診
料
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。Q

納
付
し
て
い
る
人
、
納
付
し
て
い
な

い
人
が
い
る
が
、公
平
で
な
い
の
で
は
。

●

A
未
納
が
あ
る
か
た
の
中
に
は
、
特
別

な
事
情
が
あ
り
納
め
た
く
て
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
、
納
め
ら
れ
る
の
に

納
め
な
い
か
た
の
2
通
り
あ
る
よ
う
で
す
。
前

者
の
場
合
に
は
、
納
税
相
談
の
後
、
通
常
の
保

険
証
で
は
な
く
、
有
効
期
間
が
３
か
月
以
内
の

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
後

者
の
１
年
以
上
の
滞
納
が
あ
り
納
税
相
談
に
も

応
じ
な
い
か
た
に
対
し
て
は
、
医
療
機
関
で
の

支
払
い
が
10
割
と
な
る
資
格
証
明
書
を
発
行
し

て
お
り
、
後
日
申
請
さ
れ
れ
ば
自
己
負
担
分
以

外
は
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
が
、
滞
納
額
に
補

て
ん
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
未
納
・
滞
納
者
に
は
税
を
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
に
ご
相
談
・
約
束
の
上
、
さ
ま
ざ

ま
な
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　Q
こ
れ
だ
け
医
療
費
が
伸
び
れ
ば
、
ま

た
す
ぐ
に
税
率
が
変
わ
る
の
で
は
な

い
の
か
。

●

A
今
回
の
税
率
は
平
成
19
年
度
の
医
療

費
な
ど
を
見
込
ん
で
決
定
し
た
も
の

で
す
。
毎
年 

医
療
費
な
ど
の
歳
出
を
考
慮
し

た
歳
入
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

特
に
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
後
期
高
齢

者
制
度
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
国
保
制
度
の
体
系

が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
点
で
制
度
に
あ
っ
た
税
率
の
体
系
も
含
め

て
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
費
と
税
収
入
の
相
関
関
係
は

変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
費
の
抑
制
は
常
々

考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
に
は
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

さ
ら
に
今
後
は
、
医
療
費
抑
制
の
強
化
に
加

え
ま
し
て
、
国
保
税
の
未
納
対
策
も
組
織
体
制

の
強
化
な
ど
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、

国
保
財
政
の
健
全
・
安
定
化
を
目
指
し
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

Q
ど
う
し
て
保
険
税
の
資
産
割
を
除
い

た
の
か
。

●

A
所
得
階
層
別
の
資
産
割
合
を
分
析
し

た
結
果
、
世
帯
所
得
が
１
０
０
万
円

以
下
の
低
所
得
階
層
に
お
け
る
資
産
割
の
課

税
さ
れ
て
い
る
割
合
が
、
世
帯
数
で
57
・
５
㌫
、

固
定
資
産
税
割
合
で
は
、
40
・
５
㌫
を
占
め
て

お
り
、
偏
っ
た
税
制
に
な
っ
て
い
た
た
め
今
回

の
３
方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）
と

な
り
ま
し
た
。

○
医
療
保
険
分
税
率

・ 

所
得
割
＝
13
・
５
㌫
（
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
合
計
総
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
ま
す
）

・ 

均
等
割
＝
３
１
、
６
０
０
円
（
世
帯
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
人
数
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
ま
す
）

・ 

平
等
割
＝
２
８
、
２
０
０
円
（
１
世
帯
に
つ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
）

○
介
護
保
険
分
税
率

・ 

所
得
割
＝
２
・
１
㌫
（
第
2
号
被
保
険
者
で

あ
る
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
合
計
総
所
得
に

応
じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
）

・ 

均
等
割
＝
８
、
０
０
０
円
（
第
2
号
被
保
険

者
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
数
に
応
じ

て
課
税
さ
れ
ま
す
）

・ 

平
等
割
＝
５
、
１
０
０
円
（
１
世
帯
に
つ
い

て
課
税
さ
れ
ま
す
）

Q
保
険
税
の
２
割
軽
減
は
申
請
主
義
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

●

A
世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
一
定
基
準

以
下
の
場
合
に
は
、
税
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
年
間
国
民
健
康
保
険
税
額
の
う

ち
均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
７
割
・
５
割
・
２

割
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
２
割
軽
減
の

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
、
本
庁
お
よ
び
最
寄

り
の
各
総
合
支
所
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。ほ
か
の
７
割
・
５
割
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
災
害
や
失
業
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
は

ど
う
す
る
の
か
。

●

A
災
害
や
失
業
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ

り
、保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
減
免
・
保
険
税
の
分
割
納
付
な
ど

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
庁
お
よ
び
最

寄
り
の
各
総
合
支
所
の
担
当
課
の
窓
口
に
相
談

く
だ
さ
い
。

Q
保
険
税
の
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
と

は
。

●

A
前
年
の
総
所
得
金
額
（
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
）
か
ら
基

礎
控
除
金
額
（
33
万
円
）
を
差
し
引
い
た
金
額

で
す
。（
退
職
金
は
課
税
所
得
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
）

Q
国
民
健
康
保
険
税
所
得
割
が
、
な
ぜ

13
・
５
㌫
に
な
っ
た
の
か
、
経
過
措

置
は
と
れ
な
か
っ
た
の
か
。

●

A
国
民
健
康
保
険
財
政
の
仕
組
み
は
、

国
県
か
ら
の
交
付
金
、
基
金
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
税
率
改
正
の
際
に
必
要
な
税
で
賄
う
部

分
が
38
億
円
分
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

国
民
健
康
保
険
加
入
全
世
帯
に
、
平
等
に
か
つ

現
行
の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
所
得
割

13
・
５
㌫
が
適
正
な
税
率
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
産
割
の
あ
り
方
や
今
後
の
健
全
な

国
民
健
康
保
険
財
政
運
営
も
考
慮
し
た
上
で
、

今
回
の
税
率
の
経
過
措
置
は
と
り
ま
せ
ん
で
し

た
。国

民
健
康
保
険
税
収
納

Q
滞
納
額
は
現
在
い
く
ら
あ
る
の
か

●

A
19
年
２
月
末
で
滞
納
繰
越
分
の
未
納

額
は
約
８
億
円
あ
り
ま
す
。
そ
の
内

訳
は
17
年
度
決
算
（
旧
１
市
６
町
の
合
計
通
年

決
算
）
の
滞
納
繰
越
分
約
９
億
円
か
ら
18
年
度

に
な
っ
て
か
ら
２
月
末
ま
で
に
徴
収
し
た
滞
納

繰
越
分
約
１
億
円
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

Q
ど
の
よ
う
な
人
が
滞
納
し
て
い
る
の

か
。

●

A
会
社
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業

者
、個
人
事
業
の
経
営
不
振
や
破
産
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
・
行
方
不
明
者
な
ど
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
滞
納
額
を
減
ら
す
何
か
対
策
を

し
て
い
る
か
。●

A
徴
収
率
向
上
の
た
め
18
年
度
は
霧
島

市
歳
入
確
保
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、

徴
収
強
化
月
間
を
設
置
し
ま
し
た
。
期
間
は
２

月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
、
内
容
は
全
庁
的
体
制

で
臨
む
管
理
職
と
関
係
職
員
に
よ
る
夜
間
訪
問
、

一
斉
電
話
催
促
、
口
座
振
替
の
推
進
、
納
税
相

談
日
の
設
置
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
は

税
務
対
策
総
括
監
を
配
置
し
、
収
納
課
に
収
納

対
策
室
を
設
置
す
る
な
ど
徴
収
体
制
も
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
新
し
い
税
率

平
成
19
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
税
率

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

① 

合
併
後
、
こ
れ
ま
で
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と

に
算
定
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

が
霧
島
市
で
統
一
さ
れ
ま
す
。

② 

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
算
定
に
含
ま

れ
て
い
た
被
保
険
者
の
固
定
資
産
税
額
に
よ

る
資
産
割
を
廃
止
し
て
、
現
行
の
４
方
式
か

ら
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
で

国
民
健
康
保
険
税
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
資
格
を
取
得
さ
れ
た
場
合
に
は
、

旧
税
率
（
旧
市
町
ご
と

の
税
率
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
新
し
い
税
率

① 

は
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
所
得
に
応

じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

② 

は
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
人
数
に
応

じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

③ 

は
１
世
帯
に
つ
き
課
税

さ
れ
ま
す
。

◎ 

表
①
の
所
得
割
税
率
に

つ
い
て
、
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
お
い

て
賦
課
限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

財
源
が
生
じ
た
た
め
当
分
の
間
、
所
得
割
税

率
を
13
・
０
㌫
と
し
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
（
介
護
保
険

の
第
２
号
被
保
険
者
）
の
人
は
介
護
保
険
分

が
か
か
り
ま
す
。
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
該
当
の
年
齢
の
人
が
い
る
場
合
①
所

得
割
は
、
該
当
年
齢
の
人
の
所
得
に
よ
り
算

出
し
、
②
均
等
割
は
該
当
年
齢
の
人
の
人
数
、

③
平
等
割
は
該
当
年
齢
の
人
が
い
れ
ば
算
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
の
合
計
額
が
介
護

保
険
分
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
に
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

入
院
費
な
ど
が

一
部
軽
減
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
70
歳
未

満
の
か
た
が
、
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高

額
と
な
る
場
合
、
事
前
に
市
役
所
（
総
合
支
所

も
可
）
で
手
続
き
を
行
い
、
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
病
院
な
ど
で
の
負
担
が
自

己
負
担
限
度
額
で
計
算
さ
れ
軽
減
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
も
加
入
者
の
納
付
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
税
で
す
の
で
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
交
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
国
民

健
康
保
険
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
係
☎（
64
）０
８
８
６
、
税
務
課
市
民
税
係

国
民
健
康
保
険
税
担
当
☎（
64
）０
９
０
２

国民健康保険税
税率改正
住民説明会
Ｑ&Ａ
国民健康保険税税率改正に伴う住民説
明会を２月15日から28日まで総合支
所単位で11か所、14回開催しました。
その一部を紹介します。

医療保険分 介護保険分
①所得割 13.5％⇒13.0％ 2.1％
　資産割 19年4月から廃止 19年4月から廃止
②均等割 31,600円 8,000円
③平等割 　28,200円 　　5,100円
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水中で玉入れを楽しむ参加者

崎森地区の歴史について説明を受ける参加者

前田さんから（左から２番目）贈られた楽器を手に喜ぶ
宮内小の金管バンドの児童

３
月
３
日
、
溝
辺
町
崎
森
地
区
で

「
史
跡
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
作
り
」
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
地
区
の
野

村
ヒ
ロ
子
さ
ん
が
崎
森
地
区
に
あ
る

史
跡
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
、
史
跡
の
保
存
に
つ
な

が
る
の
で
は
と
考
え
、
初
め
て
企
画

し
ま
し
た
。

当
日
は
約
80
人
が
参
加
。
１
日
か

け
て
崎
森
地
区
の
史
跡
を
探
索
し
ま

し
た
。
途
中
、
専
門
家
か
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
興

味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
は
「
今
回
の
マ
ッ
プ
を

基
に
、
今
後
も
史
跡
を
紹
介
し
、
地

元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
探
検
で

史
跡
マ
ッ
プ
作
り

３
月
10
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の

前
田
周
三
さ
ん
が
宮
内
小
学
校
に
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
コ
ル
ネ
ッ
ト
な
ど
５

点
の
楽
器
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
高
校

ま
で
を
隼
人
で
過
ご
し
た
前
田
さ
ん

は
東
京
の
大
学
で
音
楽
を
始
め
、
そ

の
後
も
仕
事
の
か
た
わ
ら
音
楽
仲
間

と
知
り
合
い
親
交
を
深
め
て
き
ま
し

た
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
教
室
に
は

オ
ル
ガ
ン
の
一
つ
も
な
か
っ
た
。
昔

は
音
楽
に
ふ
れ
あ
う
機
会
も
な
く
音

感
教
育
が
薄
か
っ
た
。
音
楽
に
関

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
子
ど
も
た
ち
の

情
操
教
育
の
た
め
に
役
立
て
て
」
と

前
田
さ
ん
。
楽
器
を
受
け
取
っ
た
３

年
生
の
厚
地
な
つ
み
さ
ん
と
吉
田
ま

な
み
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

母
校
に

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
寄
贈

３
月
17
日
、
霧
島
市
国
分
総
合

プ
ー
ル
で
国
分
舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
の
「
第
１
回
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
水
中
運
動
会
」
が
行
わ
れ
、

綱
引
き
や
玉
入
れ
、
水
中
ム
カ
デ
競

走
な
ど
10
種
目
の
競
技
に
約
１
３
０

人
の
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、
に

ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
水
中
運
動
会
は
、

同
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
水
泳
を
通
じ

て
ク
ラ
ブ
活
動
を
促
進
し
よ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。
日
当
山
小
学
校

６
年
生
の
橋
元
こ
こ
ろ
さ
ん
は
「
知

り
合
い
か
ら
誘
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

水
中
運
動
会
は
初
め
て
で
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機
会
が

あ
っ
た
ら
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
初
め
て
？

水
中
で
運
動
会 7き り し ま / か わ ら 版 �

Zoom up Kirishima 

県
内
最
大
規
模
の

工
場
建
設
へ

赤い部分が増設予定地

調印を記念し握手を交わす信栄製作所の立野社長（中央）ら

満開の菜の花畑を歩く参加者ら

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

切せ
っ

削さ
く

工
具
の
製
造
販
売
を
手
掛
け

る
「
株
式
会
社
信
栄
製
作
所
」
が
、

溝
辺
町
崎
森
に
あ
る
現
工
場
の
隣
接

地
に
新
た
に
工
場
を
増
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
３
月
28
日
、
霧
島
市
と
立

地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

工
場
増
設
は
ハ
イ
ス
工
具
と
呼
ば

れ
る
鋼は
が
ね
の
中
で
最
も
硬
い
材
料
を

使
っ
た
切
削
工
具
の
需
要
増
加
に
対

応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
２
、
０

０
０
平
方
㍍
鉄
骨
平
屋
建
て
の
工
場

を
建
設
し
、
今
年
10
月
に
操
業
を
開

始
す
る
予
定
。
10
人
の
新
規
雇
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
役
所
で
あ
っ
た
調
印
式
で
立
野

社
長
は
「
霧
島
市
の
雇
用
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

信
栄
製
作
所
と

立
地
協
定

３
月
18
日
、
春
の
霧
島
路
を
歩
く

「
第
10
回
花
は
き
り
し
ま
菜
の
花

ウ
ォ
ー
ク
」
が
霧
島
地
区
一
帯
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
る
中
、

県
内
外
か
ら
約
１
、
０
０
０
人
が
参

加
し
、
霧
島
神
宮
や
神
話
の
里
公
園

方
面
と
高
千
穂
河
原
方
面
の
２
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
約
10
㌔
の
道
の
り
を

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

道
中
で
は
満
開
の
菜
の
花
畑
や
ロ

バ
や
ヤ
ギ
な
ど
に
触
れ
ら
れ
る
ミ
ニ

動
物
園
な
ど
を
楽
し
み
、
ゴ
ー
ル
で

は
黒
豚
を
使
っ
た
豚
汁
を
味
わ
い
、

帰
り
は
観
光
案
内
所
の
足
湯
で
疲
れ

を
取
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
霧
島
の
自
然
や
食
、
温
泉
を
十
分

満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク
で

霧
島
の
春
を
満
喫

Kirishima
topics 01 

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 03

Kirishima
topics 05 

Kirishima
topics 06

Kirishima
topics 07

Kirishima
topics 04 

t
o

p
i

c
s

地域ぐるみで伝統の棒踊りを守りつづける小浜地区

五
穀
豊
穣
を
祈
る
棒
踊
り
の
奉
納

が
３
月
18
日
に
隼
人
町
小
浜
地
区
で

あ
り
ま
し
た
。
伝
統
を
受
け
継
ぐ
の

は
４
つ
の
地
区
で
踊
り
手
は
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
６
人
か
ら
８
人
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
踊
り
手
は
１
週
間
前

か
ら
毎
晩
公
民
館
に
集
ま
っ
て
練
習

を
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も

良
く
、
旧
小
浜
小
学
校
前
か
ら
早
鈴

神
社
ま
で
の
間
で
踊
り
を
披
露
。
地

域
の
か
た
が
た
が
踊
り
を
楽
し
そ
う

に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

隼
人
中
学
校
１
年
の
北
田
阿
佐
美

さ
ん
は
「
今
年
で
４
回
目
。
練
習
は

１
週
間
し
ま
し
た
。
踊
り
は
楽
し
い

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 一

年
間
の
豊
作
願
っ
て

棒
踊
り

４
月
４
日
、
市
は
京
セ
ラ
鹿
児
島

国
分
工
場
と
工
場
増
設
の
た
め
の
立

地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

現
在
の
工
場
敷
地
内
に
増
設
さ
れ

る
工
場
は
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ

ン
サ
ー
専
用
工
場
。
鉄
骨
５
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
は
約
３
万
８
０
０
０
平

方
㍍
で
、
５
月
に
着
工
、
来
年
４
月

に
一
部
完
成
し
操
業
を
開
始
。
３
、

４
年
か
け
て
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
、
こ
の
規
模
は
、
こ
こ
５
年

で
県
内
最
大
規
模
の
工
場
増
設
に
な

り
ま
す
。

調
印
式
で
、
同
工
場
の
尾
上
和
幸

工
場
長
は
「
今
回
の
増
設
が
地
域
発

展
に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
今

後
も
、
業
績
向
上
と
地
域
貢
献
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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昨
年
12
月
か
ら
今
年
の
３
月
に
か

け
て
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
霧

島
市
内
で
新
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

霧
島
市
は
、
温
暖
な
気
候
や
交
通

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、
練
習
場

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
、
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
シ
ー
ズ
ン
前
に
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
ま
す
。
今
年
も
、
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
１
の
柏
レ
イ
ソ
ル
や
ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン

ゴ
リ
ア
ス
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
の
豊
田
自
動
織
機
と
太
陽

誘
電
な
ど
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。柏

レ
イ
ソ
ル
は
一
昨
年
、
Ｊ
２
降

格
と
い
う
苦
い
経
験
を
し
ま
し
た
が
、

霧
島
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
で
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
見
事
、
１
年
で
Ｊ

キャンプはシーズンを乗り切
るための体力作りと、チーム
を一つにするためにとても大
切なものです。一昨年、Ｊ２
降格という苦い経験をしまし
た。その経験からチーム全体
に「Ｊ１に残りたい」という強
い思いが芽生え、まとまりが
出てきました。今年はＪ１残留
を目標に、前線からプレスを
かける、見てる人が熱くなるよ
うなアグレッシブなサッカーを
目指しますので応援してくだ
さい。

１
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
シ
ー

ズ
ン
は
、
４
月
１
日
現
在
で
３
位
と

好
調
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
は
、

２
０
０
６―

２
０
０
７
シ
ー
ズ
ン
の

決
勝
前
と
日
本
選
手
権
前
の
２
回
霧

島
市
で
キ
ャ
ン
プ
。
重
要
な
ゲ
ー
ム

の
前
に
、
温
暖
で
静
か
な
雰
囲
気
の

中
で
最
終
調
整
を
す
る
た
め
で
、
決

勝
で
は
惜
し
く
も
１
点
差
で
負
け
ま

し
た
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
６
位
か
ら

２
位
に
大
躍
進
し
ま
し
た
。

豊
田
自
動
織
機
と
太
陽
誘
電
は
、

と
も
に
新
シ
ー
ズ
ン
前
の
強
化
合
宿

と
し
て
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

太
陽
誘
電
は
昨
年
リ
ー
グ
５
位
。
し

か
し
、
過
去
に
は
リ
ー
グ
を
何
度
も

制
し
た
こ
と
の
あ
る
強
豪
。
豊
田
自

動
織
機
は
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
、

日
本
代
表
経
験
を
も
つ
選
手
が
多
く

在
籍
す
る
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
チ
ー

ム
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
シ
ー
ズ
ン
を
占
う
上

で
重
要
な
も
の
で
す
。
霧
島
市
の
す

ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
選
手
た
ち
は

鍛
え
ら
れ
チ
ー
ム
は
強
く
な
り
、
ど

の
チ
ー
ム
も
す
ば
ら
し
い
結
果
を

残
し
て
い
ま
す
。
選
手
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
と
き
「
フ
ァ
ン
の
応
援

が
力
に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
霧
島
市
で
力
を
つ
け
、
頑

張
っ
て
い
る
選
手
・
チ
ー
ム
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

SPORTS
NEWS

Soccer

Rugby

Softball

Softball

柏
レ
イ
ソ
ル

太
陽
誘
電

豊
田
自
動
織
機

サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス

霧島市は温暖で施設が整っ
ているので、充実したキャンプ
ができました。今年の目標は
リーグ連覇です。そのために
キャンプ中はみんなが意識レ
ベルを高くもち、自主的に練
習をしました。うちのチームは
日本代表経験を持つ選手が
多く、選手層も厚いことから
チーム内での競争が激しいこ
とがチームを強くしています。
特に、打撃はリーグナンバー１
の破壊力があると思いますの
で注目してください。

霧島市は暖かくて、この時期
にキャンプをするにはとても
良い場所だと思います。今年
は新人や移籍選手が加わり
チームの雰囲気はとても明る
いです。目標はもちろん優勝
ですが、昨年の５位よりも上
の成績を残すことを絶対条件
にキャンプで一から鍛えなお
しました。ソフトボールは球場
で見ると、スピード感と迫力
が全然違います。ぜひ、球場
に来てソフトボールの魅力を
感じてください。

優勝できる強いチームにする
ために、私は「熱」を大事に
チーム作りをしてきました。い
くら理論を並べ人を動かそ
うとしても完璧にはできませ
ん。熱いことを言うと冷やか
すような雰囲気をなくし、みん
なが熱い気持ちを持つ、そう
いった雰囲気作りがチームの
レベルアップにつながってい
ます。ラグビーは本物の仲間
を作れるスポーツです。ぜひ、
皆さんもラグビーの魅力に触
れてみてください。

i n  K i r i s h i m a C i t y

近藤直也選手小森由香キャプテン

上西  晶キャプテン清宮克幸監督
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「
今
年
の
冬
は
暖
か
い
、
こ
の
ま
ま
春
が
や
っ
て
来
る
の

か
」
と
思
っ
て
い
た
。
３
月
、
思
い
が
け
ず
寒
い
日
が
続
い

た
。
そ
し
て
、
３
月
下
旬
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
の
寒
さ
が
う

そ
の
よ
う
に
暖
か
く
な
り
、
一
気
に
春
が
や
っ
て
き
た
。
桜

の
花
が
一
斉
に
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
。
春
の
山
菜
が
芽
を
出
し

て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
霧
島
の
春
を
摘
み
に
出
か
け
た
。

山
の
案
内
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
霧
島
湯
ノ
宮
地
区
の
加

治
木
文
男
さ
ん
、
仕
事
は
大
工
。
霧
島
に
生
ま
れ
育
ち
、
県

外
な
ど
で
働
い
た
後
25
年
ほ
ど
前
に
霧
島
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
４
人
の
男
の
子
の
父
で
あ
り
、
大
田
小
学
校
で
は
お
や

じ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
、
面
倒
見
が
良
く
人
の
い
い
加
治
木
さ

ん
は
永
久
会
員
だ
と
か
。

午
前
中
だ
け
で
タ
ラ
の
芽
、
ワ
ラ
ビ
、
ノ
ビ
ル
な
ど
の
山

菜
が
た
く
さ
ん
採
れ
ま
し
た
。
タ
ラ
の
木
は
山
の
傾
斜
地
な

ど
水
は
け
の
よ
い
と
こ
ろ
に
多
く
見
か
け
、「
山
菜
の
王
様
」

と
も
呼
ば
れ
、
木
に
は
す
る
ど
い
と
げ
が
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
天
ぷ
ら
で
食
べ
ま
す
が
、
変
わ
っ
た
食
べ
方
と
し
て

火
で
あ
ぶ
っ
て
し
ょ
う
ゆ
な
ど
で
食
べ
て
も
お
い
し
い
そ
う

で
す
。「
野
蒜
」
と
書
く
「
ノ
ビ
ル
」
は
、
ユ
リ
科
の
多
年

草
で
野
原
や
河
原
の
土
手
な
ど
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
ツ
ー

ン
と
し
た
香
り
と
ち
ょ
っ
と
ヌ
ル
ッ
と
し
た
食
感
が
あ
り
ま

す
。
普
通
は
酢
味
噌
で
食
べ
ま
す
が
、
天
ぷ
ら
も
最
高
。

加
治
木
さ
ん
に
霧
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
「
自

然
で
す
ね
。
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
思

い
ま
す
。
高
千
穂
峰
に
か
か
る
雪
、
山
登
り
で
見
る
景
色
、

こ
の
景
色
を
見
に
遠
く
か
ら
来
る
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
す
ぐ
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
に
は
山

菜
、
夏
に
な
る
と
鮎
や
う
な
ぎ
、
冬
に
な
る
と
自じ

然ね
ん

薯じ
ょ

。
そ

し
て
ま
た
春
が
来
ま
す
。
人
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
く
旬
の
も
の

が
食
べ
ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
も
食
を
通
じ
て
季
節
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
霧
島
の
春
を
摘
み
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
の
風
味
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

春になりました。心がそわそわタ
ラの芽にワラビにノビル。待って
いました春の味。自然豊かな霧
島の大地は私たちにたくさんの
めぐみを与えてくれます。

❶
ワ
ラ
ビ 

❷
木
イ
チ
ゴ
の
花 

❸
ヨ
モ
ギ 

❹
使
い
慣
れ
た
道
具
を
片
手

に
山
菜
を
採
り
に
行
く
二
人 

❺
加
治
木
文
男
さ
ん（
左
）と
浜
田
広
美
さ

ん（
右
）❻
ク
レ
ソ
ン 

❼
タ
ラ
の
芽 

❽
ノ
ビ
ル

料理提供：酒・膳ふく田（国分中央三丁目）

❶❷❸

❹❺

❻❼❽
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【横川地区】
日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

5
月
15
日（
火
）

川北公民館 9：00 〜 9：10

5
月
16
日（
水
）

二牟礼公民館 10：15 〜 10：25
下小脇公民館 9：15 〜 9：20 床波公民館 10：30 〜 10：40
上小脇公民館 9：25 〜 9：35 大住公民館 10：45 〜 10：55
上小脇北園入口 9：40 〜 9：45 岡村公民館 11：00 〜 11：10
山ケ野公民館 9：55 〜 10：10 上深川（迫田様宅前） 11：15 〜 11：25
十三谷公民館 10：20 〜 10：25 横川公民館 11：35 〜 11：50
木浦公民館 10：35 〜 10：45 下尾田（片白橋） 13：00 〜 13：10
茶屋公民館 10：50 〜 11：00 上植村公民館 13：15 〜 13：30
古城消防拠点施設 11：05 〜 11：20 下植村公民館 13：35 〜 13：50
北園公民館 11：25 〜 11：35 向植村公民館 13：55 〜 14：00
紫尾田（野菜集荷場） 13：00 〜 13：10 黒葛原（特農記念碑前） 14：10 〜 14：20
紫尾田公民館 13：15 〜 13：30 旧赤水公民館前 14：30 〜 14：35
正牟田公民館 13：35 〜 13：50 赤水消防拠点施設 14：40 〜 14：50
野坂公民館 14：00 〜 14：10 小原公民館 14：55 〜 15：05
横伏敷消防拠点施設 14：15 〜 14：25 山住（徳丸様宅前） 15：10 〜 15：15
柿木（下山様宅前） 14：30 〜 14：35

5
月
17
日（
木
）

二石田公民館 9：00 〜 9：10
柿木公民館 14：40 〜 14：50 みどり団地 9：15 〜 9：30
崎山団地公民館 15：00 〜 15：10 安田薬品横（希望ヶ丘） 9：40 〜 9：50

5
月
16
日（
水
）

下深川公民館 9：00 〜 9：15 山ノ口公民館 9：55 〜 10：15
馬渡公民館 9：20 〜 9：35 上新町（清水川橋） 10：20 〜 10：25
岩穴公民館 9：45 〜 9：55 大隅横川駅前 10：30 〜 10：40
前川内公民館 10：00 〜 10：10 保健センター前 10：45 〜 11：00

【霧島地区】
日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

5
月
15
日（
火
）

北永野田駅前 9：00 〜 9：20 5
月
16
日（
水
）

永池（福島様宅前） 13：00 〜 13：15
永野田公民館 9：30 〜 9：50 ヴァンベール霧島前 13：25 〜 13：45
市野々公民館 10：00 〜 10：20 大和ハウス別荘地　神田様宅前（B街区 78） 13：55 〜 14：10
梅之木公民館 10：30 〜 10：45 東多羅（坂元様宅前） 14：20 〜 14：35
牧神公民館 10：55 〜 11：15 東多羅（今村様前） 14：45 〜 15：00
笹之段公民館上 11：25 〜 11：45 枦田公民館 15：10 〜 15：35
入水公民館上 13：00 〜 13：30

5
月
17
日（
木
）

川北公民館 9：00 〜 9：25
上春山（伊瀬地様宅前） 13：40 〜 13：55 大窪公民館下 9：35 〜 10：00
床浪（勝目様宅前） 14：00 〜 14：10 湯之宮（渋田様宅前駐車帯） 10：10 〜 10：40
豊後迫公民館 14：25 〜 14：45 霧島総合支所前 10：50 〜 11：20
向田公民館 14：55 〜 15：15 中央公民館 11：30 〜 11：55

5
月
16
日（
水
）

遠見松公民館 9：00 〜 9：25 田口地域公民館 13：00 〜 13：25
野上公民館 9：35 〜 10：00 堀之内公民館 13：35 〜 14：00
新梅北公民館 10：10 〜 10：45 狭名田公民館 14：10 〜 14：35
高千穂（松元勝美様宅下） 10：55 〜 11：20 市後柄公民館 14：45 〜 15：00
観光案内所前 11：30 〜 11：55

【溝辺地区】
日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

5
月
22
日（
火
）

竹山公民館 9：40 〜 9：55 5
月
23
日（
水
）

陵北自治公民館 13：10 〜 13：30
下有川公民館 10：10 〜 10：40 横頭公民館 13：45 〜 14：05
溝辺総合支所駐車場 10：50 〜 11：20 橋ノ口（岩元春美様宅前） 14：15 〜 14：30
ふれあい温泉センター 11：30 〜 11：55 北原公民館 14：40 〜 14：55
祝儀園公民館 13：10 〜 13：25

5
月
24
日（
木
）

石峯自治公民館 9：30 〜 10：00
竹子集会センター 13：35 〜 13：55 麓原自治公民館 10：10 〜 10：30
宮脇公民館 14：00 〜 14：15 玉利自治公民館 10：40 〜 11：00
宮川内公民館 14：25 〜 14：40 論地自治公民館 11：10 〜 11：30
野坂入口三文字 14：45 〜 14：55 久保山団地 11：40 〜 11：55

5
月
23
日（
水
）

丹生附公民館 9：40 〜 9：55 崎森地区公民館 13：20 〜 13：40
木場公民館 10：05 〜 10：15 脇公民館 13：50 〜 14：10
宮久自治公民館 10：30 〜 10：45 十三塚自治公民館 14：20 〜 14：30
桑迫（堀之内榮次様宅前） 10：55 〜 11：15 上桑ノ丸公民館 14：40 〜 14：50
三縄自治公民館 11：25 〜 11：45

犬の登録と
狂犬病予防注射

　平成 19 年度狂犬病予防注射の集合注射を実施しますので、
手数料とはがきをご持参の上、原則として居住される総合支所管
内の集合注射会場までお越しください。※雨天決行
　なお、隼人・福山地域の日程については、広報きりしま「お知ら
せ版」３月22日号に掲載していますので、そちらをご覧ください。

◎問い合わせ先＝環境衛生課 ☎（64）0950、各総合支所市民福祉課　◎関係機関＝姶良保健所衛生課 ☎（42）0480

【牧園地区】
日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
22
日（
火
）

麓駐在所横 9：00 〜 9：15

５
月
23
日（
水
）

重信商店三叉路 13：15 〜 13：30
大庭医院駐車場 9：20 〜 9：30 八幡神社前 13：35 〜 13：50
大野商店前 9：35 〜 9：45 農協万膳支所前 13：55 〜 14：05
駅前公民館 9：50 〜 10：00 下万膳公民館前 14：10 〜 14：15
川津原三叉路 10：05 〜 10：15 吉原集落掲示板前 14：20 〜 14：25
城ヶ後公民館 10：25 〜 10：35 渡瀬公民館前 14：30 〜 14：35
牧園３区馬場公民館前 10：40 〜 10：50 古屋志橋 14：40 〜 14：45
間手原公民館入口 10：55 〜 11：00 水堀公民館前 14：50 〜 14：55
塩浸公民館前 11：05 〜 11：10 浅谷公民館前 15：00 〜 15：20
石坂ワタセ前 11：20 〜 11：35 有村三叉路 15：25 〜 15：30
西薗工務店前 11：40 〜 11：50

５
月
24
日（
木
）

安楽分団駐車場 9：00 〜 9：15
老人福祉センター 12：45 〜 13：00 田中会館前 9：20 〜 9：25
臼崎商店前 13：05 〜 13：15 犬飼バス停 9：35 〜 9：45
田原団地入口 13：20 〜 13：25 中津川商店前 9：50 〜 10：05
木下商店前 13：30 〜 13：45 中津川保育所前 10：10 〜 10：20
鹿屋公民館前 13：50 〜 13：55 道永商店前 10：25 〜 10：35
宇都口公民館前 14：00 〜 14：05 横瀬公民館前 10：35 〜 10：45
田方公民館前 14：10 〜 14：15 馬場商店前 10：50 〜 10：55
川床温泉前 14：20 〜 14：30 健崎スクールバス停前 11：00 〜 11：15
農協三体支所前 14：35 〜 14：50 霧島温泉市場駐車場 11：30 〜 11：35
内野之バス停 14：55 〜 15：05 大瀬戸バス停 11：40 〜 11：45
東福製茶前 15：10 〜 15：20 奥歯科前駐車場付近 13：00 〜 13：20
大霧公民館 15：30 〜 15：35 旭ヶ丘住宅入口（池田様宅前） 13：25 〜 13：40

５
月
23
日（
水
）

福寿温泉前 9：00 〜 9：15 母ヶ野公民館前 13：45 〜 13：50
寺原公民館前 9：20 〜 9：35 佐久間商店前 13：55 〜 14：10
関平鉱泉駐車場 9：45 〜 10：00 下村公民館前 14：15 〜 14：20
旧小谷園入口 10：05 〜 10：25 笹之段公民館前 14：25 〜 14：35
シルバー人材センター事務所前 10：30 〜 10：45 旧農協持松支所前 14：40 〜 14：50
プリンスホテル入口 10：50 〜 10：55 真方公民館前 14：55 〜 15：00
青葉園前 11：00 〜 11：30 稼原交差点前 15：05 〜 15：20
高小プール前（田中商店前） 11：35 〜 11：50 荒田公民館前 15：25 〜 15：30
大窪集落入口 13：00 〜 13：10

【国分地区】
日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
22
日（
火
）

台明寺公民館 9：30 〜 9：45

５
月
25
日（
金
）

口輪野公会堂 9：30 〜 9：40
郡山公民館 9：55 〜 10：20 上川内ゴミ置場付近 9：50 〜 10：00
宮の前ニュータウン入口 10：30 〜 10：40 川内公民館 10：05 〜 10：20
北公園入口 10：50 〜 11：10 上川橋南西側 10：30 〜 10：40
久保田公民館 11：20 〜 11：35 上小川公民館 10：55 〜 11：20
春山公民館 13：30 〜 13：45 国分南ニュータウン公園 13：30 〜 13：50
止上神社前 14：00 〜 14：15 福島･尾籠商店前 14：00 〜 14：20
重久公民館 14：25 〜 14：50 福島地区コミュニティ共用施設 14：30 〜 14：50
東襲山地区公民館 15：00 〜 15：15 有下公民館 15：00 〜 15：30
岩戸公民館 15：25 〜 15：40 四方田団地集会所 15：40 〜 15：55
剣之宇都公民館 15：50 〜 16：05

５
月
29
日（
火
）

府中公民館 9：35 〜 9：55

５
月
23
日（
水
）

野坂公民館 9：30 〜 9：35 野口公民館西集会場 10：05 〜 10：20
平山地区公民館 9：45 〜 9：50 野口公民館 10：30 〜 10：55
永山･旧岩元商店前 10：05 〜 10：20 松木公民館 11：05 〜 11：35
塚脇公民館 10：35 〜 10：45 小畑公民館 13：30 〜 13：55
朴木公民館 11：05 〜 11：25 姫城公民館 14：10 〜 14：30
上之段公民館 13：40 〜 13：50 新町公民館 14：40 〜 15：05
木場公民館 14：05 〜 14：15 向花地区コミュニティセンター 15：15 〜 15：35
後川内公民館 14：35 〜 14：45

５
月
30
日（
水
）

湊地区コミュニティ広場 9：10 〜 9：35
敷根保育園下 15：05 〜 15：25 長野神社 9：45 〜 9：55

５
月
24
日（
木
）

毛梨野公民館 9：20 〜 9：30 広瀬公民館 10：10 〜 10：30
芦谷公民館 9：40 〜 9：50 大穴持神社北側 10：40 〜 11：10
木原小中学校前 10：10 〜 10：20 児童体育館 11：20 〜 11：45
後本戸桑山昭晴様宅前 10：40 〜 10：45 敷根地区集会場 13：30 〜 13：50
本戸公民館入口 10：55 〜 11：00 かのう医院道路向かい 13：55 〜 14：20
真谷入口三叉路 11：10 〜 11：15 脇元停留所付近 14：25 〜 14：30
黒石公民館 11：25 〜 11：30 花園･迫田オート付近 14：40 〜 14：55
薄木三方辻 13：30 〜 13：35 下井公民館 15：05 〜 15：35
河内橋前 13：55 〜 14：00

５
月
31
日（
木
）

名波ハイタウン集会場 9：25 〜 9：50
萩之元公民館 14：10 〜 14：20 Ａコープ西側駐車場 10：00 〜 10：30
川原小学校下神社 14：30 〜 14：50 中央地区集会所 10：40 〜 11：05
永迫ゲートボール場横 15：05 〜 15：30 市民会館駐車場入口 11：15 〜 11：35
上井公民館 15：40 〜 16：05 三郷公民館 13：30 〜 14：00
南公園入口 16：15 〜 16：30 清水公民館 14：10 〜 14：40

弟子丸公民館 14：50 〜 15：15
総合体育館第 2 駐車場 15：25 〜 15：50

【注射手数料】3,000円  ※ただし、新規登録をされる場合は別途 3,000 円が必要になります。
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間
で
す
。
加
入
を
希
望
す
る
か
た
は
、

す
で
に
加
入
申
込
書
を
市
内
各
世
帯

に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
４
月
１
日
以
降
で
も
可
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課
☎

（
64
）
０
９
９
７
、
各
総
合
支
所

交
通
災
害
共
済
担
当
課　

「
ス
ト
ッ
プ
！
い
じ
め
」

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
問
題

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
24
時
間
の

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

す
べ
て
の
小
・
中
・
高
校
生
へ
「
ス

ト
ッ
プ
！
い
じ
め
」
カ
ー
ド
を
４
月

中
に
配
布
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課
☎

（
64
）
０
９
２
５

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

休
館
の
お
知
ら
せ

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
教
育
啓

発
、
実
用
化
普
及
お
よ
び
地
域
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
し
て
き

た
霧
島
市
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

は
４
月
１
日
か
ら
当
分
の
間
、
休
館

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
方
針
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
労
政
課
商

工
係
☎
（
64
）
０
９
１
２

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
19
年
度
分
の
加
入
受
付
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
険
は
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
・
指
導
活
動
を
行
う
５
人
以
上

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

（
社
会
教
育
関
係
団
体
）
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
平

成
20
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で

す
。
４
月
１
日
以
降
の
お
申
し
込
み

は
掛
金
を
振
り
込
ん
だ
翌
日
の
午
前

０
時
よ
り
有
効
で
す
。

加
入
依
頼
書
な
ど
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
（
64
）
０
９
２
７

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
道
具
を

整
備
し
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
「
宝
く

じ
の
助
成
事
業
」
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
道
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
大
い
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
（
64
）
０
９
２
７

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年

度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
を
実
施
し

ま
す
。

・�

審
査
日
＝
年
５
回
（
３
月
を
除
く

奇
数
月
の
第
２
火
曜
日
）

・
場
所
＝
鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

・
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
庁
文
化
財
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

募　

集

か
ご
っ
ま
弁
論
大
会

三
遊
亭
歌
之
介
来
る
！
〈
入
場
無

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民

の
皆
さ
ま
に
霧
島
市
な
ど
の
出
身
者

で
企
業
の
中
枢
や
業
界
の
幹
部
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
市
内
の
工
業
団
地

な
ど
を
企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
致
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
業
振
興
課
☎

（
64
）
０
９
０
３
、
メ
ー
ルkigyo�

sin@
city-kirishim

a.jp

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

・�
期
間
＝
５
月
11
日
（
金
）
～
20
日

（
日
）

・�

ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
も
う
一
度　

よ

く
見
て
渡
ろ
う　

手
を
あ
げ
て
」

・�

運
動
の
基
本
＝
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」

・�

重
点
目
標
＝
①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
③

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
④
正
し
い
横
断
の
実

践
◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課　

☎
（
64
）
０
９
９
７

交
通
災
害
共
済

霧
島
市
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
遭
わ
れ
た
被
災
者
を
お
互
い

に
助
け
合
う
た
め
の
相
互
扶
助
制
度

で
す
。
期
間
は
平
成
19
年
４
月
１
日

～
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

お
知
ら
せ

障
害
者
相
談
支
援
事
業

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
障
害
の
あ
る
か
た
が
自
立
し
た

日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
各
種
の
相
談
や
必
要

な
支
援
を
行
う
「
相
談
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
の
か
た
が
た
の
生
活
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
要
す

る
費
用
は
無
料
で
す
。

企
業
立
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
で
は
産
業
構
造
の
高
度
化
と
雇

用
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
企
業
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
誘
致

活
動
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か

ら
、
県
や
市
の
出
身
者
な
ど
と
の
人

脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

料
〉「

か
ご
っ
ま
語
」
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
と
、
笑
顔
の
あ
る
ま
ち

「
霧
島
市
」
を
実
現
す
る
た
め
「
か

ご
っ
ま
弁
論
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
三
遊
亭
歌
之
介
公
演
も

実
施
し
ま
す
。
青
少
年
方
言
標
語
コ

ン
テ
ス
ト
発
表
も
同
時
開
催
。

・�

日
時
＝
６
月
23
日
（
土
）
午
後
１

時
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

・
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

●
弁
論
者
を
募
集
し
ま
す

・�

応
募
資
格
＝
「
か
ご
っ
ま
語
」
を

話
せ
る
人
（
小
・
中
学
生
枠
あ
り
）

・�

テ
ー
マ
＝
特
に
な
し
。
政
治
・
宗

教
的
な
こ
と
、
公
序
良
俗
に
反
す

る
こ
と
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・�

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
記
入
し
、

５
月
末
ま
で
に
観
光
課
へ
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
観
光

課
ま
で
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

送
付
し
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課

☎
（
64
）
０
８
９
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
64
）
０
９
４
４

霧
島
市
観
光
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

中
長
期
的
観
光
振
興
の
方
針
と
な

る
観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
計
画
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

・
定
員
＝
各
20
組
親
子

・�

申
込
方
法
＝
５
月
１
日
（
火
）
に

電
話
に
て
予
約
〈
受
付
時
間
＝
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
〉

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
国
分
ふ
れ
あ

い
の
郷
２
階
）
☎
（
45
）
４
９
２

０
市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

１
団
体
６
人
以
内
の
団
体
を
２
団

体
募
集
し
ま
す
。
参
加
希
望
団
体
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
。

・�

日
時
＝
５
月
16
日
（
水
）
12
時
～

午
後
１
時

・�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

行
政
棟
３
階
第
１
応
接
室

・
食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

・
申
込
期
限
＝
５
月
２
日
（
水
）

・�

公
表
期
間
＝
４
月
18
日
（
水
）
～

５
月
17
日
（
木
）

・�

公
表
方
法
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

総
務
課
情
報
公
開
室
、
各
総
合
支

所
総
務
課
ま
た
は
産
業
振
興
課

・
意
見
提
出
＝
郵
便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
等

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
☎

（
64
）
０
８
９
５

地
域
の
公
園
や
市
道
な
ど
を

花
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
う

道
義
高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協
議

会
で
は
、
美
し
い
郷
土
「
花
い
っ
ぱ

い
の
霧
島
市
」
と
す
る
た
め
、
公
共

用
地
（
公
園
な
ど
）
や
市
道
の
花
壇
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
る
こ
と
で
、

緑
豊
か
な
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・�

助
成
団
体
＝
地
区
自
治
公
民
館
、

自
治
会
、
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
、
通
り
会
、
企
業
、
そ

の
他
地
域
活
動
を
行
う
団
体

・�

助
成
品
目
＝
花
の
苗
（
年
に
２
回
・

春
と
秋
の
花
）

・�

申
請
書
類
＝
資
材
内
訳
、
設
計
図
、

位
置
図
、
写
真
な
ど

※�

助
成
要
項
な
ど
は
、
事
務
局
お
よ

び
各
出
張
所
教
育
振
興
課
お
よ
び

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

・
申
込
期
限
＝
５
月
10
日
（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課

市
民
運
動
推
進
室
（
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
協
議
会
事
務
局
）

☎
（
64
）
０
９
１
５

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
・
家
庭
募
集

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
拡
大
と
定
着

を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

・�

審
査
部
門

○
学
校
の
部
（
小
・
中
・
高
等
学
校
）

○�

一
般
の
部
（
地
区
自
治
公
民
館
、

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
通
り
会
、
事
業
所
、
病
院
、

保
育
所
な
ど
）

○
家
庭
の
部
（
一
般
家
庭
）

・�

対
象
＝
学
校
や
団
体
な
ど
が
植
栽
・

管
理
す
る
花
壇
や
路
傍
栽
培
の
草

花
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
な
ど

・
審
査
日
＝
12
月
上
旬

・�

審
査
＝
書
類
審
査
（
写
真
、
記
録

簿
な
ど)

・
申
込
期
限
＝
５
月
31
日
（
木
）

・�

そ
の
他
＝
申
込
用
紙
は
事
務
局
か

各
出
張
所
教
育
振
興
課
お
よ
び
生

涯
学
習
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課

市
民
運
動
推
進
室
（
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
協
議
会
事
務
局
）

☎
（
64
）
０
９
１
５

隼
人
子
育
て
ひ
ろ
ば

（
乳
幼
児
学
級
）受
講
生
募
集

・�

対
象
＝
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者（
市

内
居
住
者
）〈
定
員
＝
親
子
50
組
〉

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

・�

内
容
＝
保
護
者
対
象
の
講
座
５
回

（
表
）
の
ほ
か
、
親
子
一
緒
の
活

動
な
ど
４
回
、
計
９
回
の
学
級

・�

受
講
料
＝
無
料
（
保
険
料
１
、
０

０
０
円
（
年
間
９
回
分
）
の
予
定

・�

申
込
方
法
＝
５
月
11
日
（
金
）
ま

で
に
保
険
料
を
添
え
て
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
出

張
所
生
涯
学
習
課
☎
（
42
）
１
１

１
１
（
内
線
５
１
４
２
）

子
育
て
サ
ロ
ン
参
加
者
募
集

親
子
体
操
と
わ
ら
べ
う
た
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
専
門
の
講
師
が

付
き
ま
す
。〈
参
加
無
料
〉

◎問い合わせ先
事 業 所

地域生活支援センター　オレンジの里
☎（48）5335 ＜国分松木 401 ＞

生活支援センター　よろこび
☎（63）9955 ＜隼人町内 2176-1＞

地域生活支援センター　ほっと
☎（43）1171 ＜隼人町内 2068 ＞

期　日 講  座  名 講　　師
６月７日（木） 開講式・親子のふれあい 有馬まゆ美「親業シニアインストラクター」

７月５日（木） 救命・救急法 霧島市消防局隼人分遣所

９月９日（日） 病気の予防 松田幸久「まつだ子どもクリニック」院長

11月８日（木） あなたの人権感覚度は？ コント青空（学校教諭）

　２月７日（木） 乳幼児の歯科保健・閉講式 宮川尚之（みやかわ小児矯正歯科）院長

※時間＝午前 10時～ 12時
※場所＝天降川地区共同利用施設（託児あり）

◎講座内容

◎親子体操
開催日 対　象　者

５月 10日 ( 木 ) ６か月以上１歳未満
５月 17日 ( 木 ) １歳以上２歳未満
５月 24日 ( 木 ) ２歳以上３歳未満
場所＝国分障害者福祉体育館 (霧島市働く婦人の家 )

◎わらべうた
開催日 対　象　者

６月 7日 ( 木 ) 未歩行
６月 21日 ( 木 ) 一人でサッサと歩ける（完全歩行）

場所＝国分ふれあいの郷（国分小学校前）
※時間はいずれも午前 10時～ 11時
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図書館だより▶▶▶

場所日時 宮内地区公民館 小浜小学校 新川団地 住吉団地

５月16日（水）１０：４５～１０：５５ １３：０５～１３：５０ １４：２０～１４：５０ １５：００～１５：３０

場所日時 冨隈地区公民館 万膳小学校 湯の里団地 三田坪

５月17日（木）１０：４０～１０：５０ １３：１０～１３：4０ １４：２５～１４：４５ １４：５５～１５：３０

場所日時 松永地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 吉田温泉

５月22日（火）１０：３０～１０：４０ １３：２０～１３：５０ １４：００～１４：１０ １４：３５～１４：５５ １５：０５～１５：３５

場所日時 姫城地区公民館 安良小学校 姫城地区公民館

５月23日（水）１０：５０～１１：0０ １３：１５～１４：００ １５：００～１５：２０

場所日時 日当山地区公民館 竹子小学校 空港南タウン 天降川団地

５月24日（木）１１：0０～１１：1０ １３：１５～１４：００ １４：３０～１５：００ １５：３０～１６：００

場所日時 天降川地区共同利用施設 佐々木小学校 橋之口 宇都団地

５月29日（火）１０：５０～１１：0０ １３：１５～１４：００ １４：５０～１５：1０ １５：２０～１５：５０

場所日時 小浜地区公民館 中津川小学校 安楽消防団駐車場

５月30日（水）１０：５０～１１：0０ １３：０５～１３：５０ １４：０５～１４：３５

場所日時 小野地区公民館 三体小学校 東郷団地

５月31日（木）１０：５０～１１：0０ １３：１５～１４：００ １５：４０～１６：２０

◎公民館・共同利用施設は配本のみ　※都合により若干時間がずれることがあります。

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）
国
分
図
書
館

り
ん
ご
の
木
文
庫（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は

な
し
の
部
屋
」

・�

日
時
＝
５
月
５
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
15
分

「
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め

の
お
は
な
し
の
部
屋
」

・�

日
時
＝
５
月
７
日
（
月
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時

ほ
る
と
の
森
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

「
お
は
な
し
会
」

・�

日
時
＝
５
月
12
・
26
日
（
土
）
午

後
２
時
～
２
時
30
分

・
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎
（
64
）
０
９
１
８

隼
人
図
書
館

え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

・�

日
時
＝
６
月
７
日
（
木
）、
14
日

（
木
）、
21
日
（
木
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

・
場
所
＝
隼
人
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

・�

対
象
＝
親
子
（
３
歳
児
対
象
）
20

組
（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

・�

講
師
＝
竹�

京
子
先
生
・
細
川
真

弓
先
生
・
図
書
館
職
員

子
ど
も
映
画
教
室

・�

日
時
＝
５
月
27
日
（
日
）
午
前
10

～
11
時
30
分

・�

上
映
作
品
＝
ニ
ル
ス
の
子
守
、
ま

ん
が
日
本
昔
ば
な
し
ほ
か

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎
（
43
）
７
５
７
４

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
情
報

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
受
講
者
募
集

入
門
コ
ー
ス
／
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
「
６
月
５
日
（
火
）
～
６
日
（
水
）」

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
／
入
門

コ
ー
ス
受
講
済
み
か
パ
ソ
コ
ン
経
験

者
で
再
度
学
び
た
い
か
た
「
６
月
７

日
（
木
）
～
８
日
（
金
）」

※�

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
（
定
員
＝
20
人
）

・
受
講
料
＝
８
０
０
円

◎�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス

～

と
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
。（
〒
８

９
９�

│
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁

目
45
│
１
霧
島
市
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
行
）

・
申
込
締
切
＝
５
月
28
日
（
月
）
必

　

着
（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
で

　

決
定
し
通
知
し
ま
す
）

春
の
映
画
会「
ラ
イ
ア
ン
を
探
せ
！
」

・�

日
時
＝
５
月
13
日（
日
）午
前
10
時
・

午
後
２
時
上
映
（
無
料
）

・
場
所
＝
多
目
的
ホ
ー
ル

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

５
月
は
「
冒
険
・
活
劇
」
特
集
で

す
。
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
（
鑑
賞
室
）

土
曜
子
ど
も
映
画
会

「
ち
び
犬
チ
ン
ク
」５
月
26
日（
土
）

午
前
10
時
～
（
鑑
賞
室
）

◎しろやま号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。

駐　車　場　と　時　間
月 日曜 9：50～10：10 10：15～10：35 10：40～11：00 11：05～11：25 14：20～14：40 14：45～15：05 15：10～15：30 15：35～16：00

５

月

2 水 自衛隊福島官舎広瀬特貸宿舎10:20～10:40
ニュー福島団地
10:50～11:10

国分南ニュータウン
11:15～11:35 ﾛｲﾔﾙｼﾃｨ新町 奈良田団地

14:50～15:10
郡田ゆうゆうタウン

15:25～15:45
宮ノ前ニュータウン

15:50～16:10
8 火 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地

11:10～11:30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地
（国分） 名波ハイタウン

9 水 鹿児島銀行
国分マンション

サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル郡田 つつじヶ丘

ニュータウン
天神台団地
15:15～15:30 重久団地

10 木 清水橋(姫城消
防詰所近く)

夢ヶ丘ニュータウン
10:20～10:40

サンヒルズ重久
10:45～11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50～15:10
上井団地
15:15～15:30

城山団地
15:45～16:05

11 金 敷根新馬場 広瀬後町通 青 葉 小 学 校　（13：10～14：00）

15 火 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50～11:10 国分南小学校　（13：00～13：50）

16 水 川 原 小 学 校　(10：45～11：00) 国分北小学校　（13：10～14：00）

17 木 木原小・中学校　(10：10～11：00) 国分西小学校　（13：10～14：00）

18 金 平 山 小 学 校　(10：30～11：00) 上小川小学校　（13：10～14：00）

22 火 持 松 小 学 校　(10：20～11：00) 国 分 小 学 校　（13：10～14：00）

23 水 塚 脇 小 学 校　(10：20～11：00) 霧 島 小 学 校　（13：10～14：00）

24 木 大塚団地
9:50～10:20

須戸川団地
10:50～11:10 福 山 小 学 校　（13：10～14：00）

25 金 配本および図書搬送 永 水 小 学 校　（13：10～14：00）

30 水 配本（さくら保育園･浄光保育園･国分西保育園･東国分保
育園･下井保育園･敷根保育園･いずみ理容･ひかり保育園） 向 花 小 学 校　（13：10～14：00）

問い合わせ先：国分図書館　TEL 64－0918（直通）

K irishima Information

現
を
図
る
定
例
行
政
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
☎

（
64
）
０
９
５
５

イ
ベ
ン
ト

和
気
公
園
藤
ま
つ
り

・
期
間
＝
４
月
中
旬
～
下
旬

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
動

・
場
所
＝
和
気
公
園
（
牧
園
）

・�

開
園
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時
（
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

※
入
園
受
付
は
午
後
７
時
30
分
ま
で

・�

入
園
料
＝
一
般
３
０
０
円
、
小
学

生
以
下
無
料
（
４
分
咲
き
よ
り
）

※�

社
会
福
祉
団
体
は
原
則
無
料
（
要

予
約
）

●
開
花
セ
レ
モ
ニ
ー

・�

日
時
＝
４
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

午
前
11
時
～
と
午
後
２
時
～

・�

内
容
＝
霧
島
九
面
太
鼓
、
中
津
川

棒
お
ど
り
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
藤
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
（
77
）
２
８
１
８
【
開

花
状
況
自
動
音
声
案
内
電
話
】
０

５
７
０
（
０
２
０
）
２
２
３

霧
島
薪た
き
ぎ

狂
言

大
蔵
流
狂
言
師
茂
山
千
五
郎
が
神

話
と
伝
説
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い｢

神｣

と｢

鬼
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
狂
言
を

上
演
し
ま
す
。

・�

日
時
＝
５
月
12
日
（
土
）
午
後
６

時
開
演

・
場
所
＝
霧
島
神
宮
特
設
舞
台

・�

入
場
料
＝
３
、５
０
０
円
（
前
売
３
、

０
０
０
円
）
全
席
自
由
席

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
神
宮
☎

（
57
）
０
０
０
１

霧
島
市
道
義
高
揚
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

・�

日
時
＝
５
月
19
日
（
土
）
午
前
７

時
30
分
ス
タ
ー
ト

・
場
所
＝
霧
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

・�
資
格
＝
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
か
た
②
本
大
会
の
趣

旨
に
賛
同
で
き
る
か
た

・
参
加
料
＝
２
、
０
０
０
円

※�

但
し
、
プ
レ
イ
料
、
募
金
（
１
、

０
０
０
円
）
な
ど
は
各
自
負
担

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商

工
会
議
所
☎
（
45
）
０
３
１
３

み
ど
り
の
感
謝
祭

・�

日
時
＝
４
月
29
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

・
場
所
＝
県
民
の
森
中
央
広
場

・�

内
容
＝
森
の
散
策
・
ク
レ
イ
ア
ー

ト
教
室
・
創
作
ク
ラ
フ
ト
教
室
・

森
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
森
林
整
備
課

緑
化
推
進
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）

３
４
０
４

お
詫
び
と
訂
正

広
報
誌
３
月
号
お
知
ら
せ
版
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
掲
載

し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

12
ペ
ー
ジ　

市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

～
４
時

●�

ハ
ー
テ
ィ
フ
ル
フ
ラ
ワ
ー
プ
チ
ク

ラ
ス
５
月
生
募
集

・�

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
、

午
後
１
時
～
４
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・
あ
も
り

☎
（
43
）
３
３
７
３

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

・�

対
象
＝
①
は
初
め
て
の
か
た
、
そ

れ
以
外
は
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド

の
操
作
の
で
き
る
か
た

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児

島
県
県
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
☎

（
47
）
３
０
９
０

相　

談

行
政
相
談

国
の
役
所
な
ど
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
、
相
談
を
お
聴
き
し
解
決
や
実

・�

申
込
方
法
＝
団
体
名
称
、
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団

体
の
活
動
内
容
、
話
し
た
い
内
容
、

申
込
者
全
員
の
氏
名
と
住
所
（
地

区
名
）
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広

聴
課
☎
（
64
）
０
９
５
５
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
64
）
０
９
３
４
、
メ
ー
ル

info@
city-kirishim

a.jp

弓
道
教
室（
初
心
者
コ
ー
ス
）

受
講
生
募
集

・�

期
間
＝
５
月
19
日
（
土
）
～
７
月

21
日
（
土
）
毎
週
土
曜
、
午
前
10

時
～
12
時

・
場
所
＝
国
分
弓
道
場

・
受
講
料
＝
４
、
０
０
０
円

・�

対
象
＝
一
般
成
人
20
人
（
市
内
在

住
の
か
た
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

・
申
込
期
限
＝
５
月
12
日
（
土
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
地

区
弓
道
連
盟
（
上
原
）
☎
（
45
）

１
２
０
９

「
サ
ン
・
あ
も
り
」
か
ら

●
展
示
作
品
の
募
集

サ
ン
・
あ
も
り
の
ロ
ビ
ー
に
作
品

を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。
個
人
・
団
体

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
太
極
拳
４
月
生
募
集

・�

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
、
午
後
２
時

◎霧島市からのお知らせ

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
2

講　座　名 期　　間

① パソコン基礎 : 入門編 ５月14日～６月５日(毎週月・火)

② パソコン基礎 : 発展編（昼） ６月20日～ 22日

③ 初級者のワード ６月25日～７月10日 (毎週月・火)

④ 初級者のエクセル ７月 ４日～ 13日（毎週水・木・金)

⑤ 初級者のホームページ作成 ６月11日～ 18日(月・水・金・月)

⑥ プレゼンテーション基礎 ７月17日～ 19日

※時間＝②は午前９時 30 分～午後４時 30 分、それ以
　外は午後６時 30 分～８時 30 分
※受講料＝⑤⑥の講座は 4,000 円、それ以外は 7,000 円

期　日 時　間 会　場 連絡先

５月 8 日（火）
 9：00 ～ 11：00 福山公民館分館 福山総合支所地域振興課

☎（55）２１１１13：00 ～ 15：00 福山公民館

５月 10 日（木） 9：00 ～ 12：00 牧園老人福祉センター 牧園総合支所地域振興課
☎（76）１１１１

５月 17 日（木） 10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30 国分公民館 広報広聴課

☎（64）０９５５
５月 23 日（水）

 9：00 ～ 12：00
溝辺崎森地区公民館

溝辺総合支所地域振興課
☎（59）３１１１５月 24 日（木） 石峯地区自治公民館

５月 25 日（金） 溝辺ふれあい温泉センター

６月 1 日（金） 10：00 ～ 15：00 横川健康温泉センター 横川総合支所地域振興課
☎（72）０５１１

期　日 時　間 会　場 連絡先

５月 8 日（火）
 9：00 ～ 11：00 福山公民館分館 福山総合支所地域振興課

☎（55）２１１１13：00 ～ 15：00 福山公民館

５月 10 日（木） 9：00 ～ 12：00 牧園老人福祉センター 牧園総合支所地域振興課
☎（76）１１１１

５月 17 日（木） 10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30 国分公民館 広報広聴課

☎（64）０９５５
５月 23 日（水）

 9：00 ～ 12：00
溝辺崎森地区公民館

溝辺総合支所地域振興課
☎（59）３１１１５月 24 日（木） 石峯地区自治公民館

５月 25 日（金） 溝辺ふれあい温泉センター

６月 1 日（金） 10：00 ～ 15：00 横川健康温泉センター 横川総合支所地域振興課
☎（72）０５１１

みそめ館（溝辺町） 国分シビックセンター
公民館３階小会議室

４月 12 日（木） ４月 26 日（木）
５月 10 日（木） 　　５月 24 日（木）
６月 14 日（木） 　　６月 28 日（木）
７月 12 日（木） 　　７月 26 日（木）
８月 9 日（木） 　　８月 23 日（木）
９月 13 日（木） 　　９月 27 日（木）

10 月 11 日（木） 　 10 月 25 日（木）
11 月 8 日（木） 　 11 月 22 日（木）
12 月 6 日（木） 　 12 月 13 日（木）
１月 10 日（木） １月 24 日（木）
２月 14 日（木） 　　２月 28 日（木）
３月 13 日（木） 　　３月 27 日（木）
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保健だより▶▶▶

◎日曜・祝日薬局日程表

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表 ５
月
12
日
は
看
護
の
日
で
す

高
齢
社
会
を
さ
さ
え

て
い
く
た
め
に
は
、
看

護
の
心
・
助
け
合
い
の

心
を
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
分
か
ち
合
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
心
が
育
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

厚
生
労
働
省
に
よ
り
１
９
９
０
年
に
「
看
護
の

日
・
５
月
12
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
17
年
目
を
迎
え
る
「
看
護
の
日
・
看

護
週
間
」。
毎
年
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
看
護
週
間
＝
５
月
６
日
（
日
）
～
５
月
12
日

（
土
）

・
行
事
内
容
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島

県
看
護
協
会
☎
０
９
９
︱
２
５
６
︱
８
０
２

５

休
日
歯
科
救
急
診
療

・
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

・�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
（
空
港
近
く
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）
４
３
８
８

◎ 原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡の上受診してください。
◎ 内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎ 眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

月　日 曜日 病　院　名 診療科目 電　　話 地　　区

5 月　3 日 木

国分中央病院 内科 ４５－３０８５ 国 分
みつお産婦人科 産婦人科 ４４－９３３９ 隼 人
ザ王病院 内科 ６２－４６１１ 加 治 木 町
川原泌尿器科クリニック 泌尿器科 ６４－５１８１ 姶 良 町
猪俣医院 内科 ７２－０００３ 横 川
いぢち眼科 眼科 ４７－３６１８ 国 分
国分生協病院 小児科 ４５－４８０６ 国 分

5 月  4 日 金

帖佐クリニック 消化循環器外科 ６４－０７１１ 国 分
隼人温泉病院 内科 ４２－２１５１ 隼 人
大井病院 内科外科 ６３－２２９１ 加 治 木 町
尾田内科胃腸科 内胃腸小児科 ６５－７５１１ 姶 良 町
林内科 内科小児科 ７２－１８１８ 横 川
神村眼科 眼科 ６４－５５５６ 姶 良 町
きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７ 国 分

5 月 5 日 土

国分生協病院 内科 ４５－４８０６ 国 分
福山外科 外科 ４２－２３６３ 隼 人
加治木温泉病院 内科 ６２－０００１ 加 治 木 町
伊地知医院 内科小児科 ５２－００２７ 蒲 生 町
春田医院 内科外科胃腸科 ７６－００５３ 牧 園
隼人福島眼科 眼科 ６４－２９４０ 隼 人
あいら小児科 小児科 ６６－０１１５ 姶 良 町

5 月　6 日 日

国分外科胃腸科 外科胃腸科 ４７－２３１１ 国 分
永山医院 内科小児科 ４２－０１０９ 隼 人
佐藤医院 内科小児科 ５９－２６０７ 溝 辺
青雲病院 内科外科 ６６－３０８０ 姶 良 町
霧島桜ヶ丘病院 内科神経精神科 ７８－３１３５ 牧 園
西眼科医院 眼科 ６２－２５２６ 加 治 木 町
いかりこどもクリニック 小児科 ４８－５８５８ 国 分

5 月 13 日 日

原口内科消化器科 内科消化器科 ４６－２２３２ 国 分
大迫整形外科 整形外科 ４２－６１１５ 隼 人
加治木駅前クリニック 内整形小児科 ６２－２２２２ 加 治 木 町
希望ヶ丘病院 内科小児科 ６５－３２０７ 姶 良 町
くりの後庵クリニック 内科 ７４－１５００ 湧 水 町
椎原眼科 眼科 ４３－１０５０ 隼 人
希望ヶ丘病院 小児科 ６５－３２０７ 姶 良 町

5 月 20 日 日

中川整形外科 整形外科 ４８－５６３３ 国 分
山下内科クリニック 内科 ４３－０４６０ 隼 人
港町クリニック 整形理学療法科 ６３－９７９１ 加 治 木 町
竹内レディースクリニック 産婦人科 ６５－２２９６ 姶 良 町
ひらしまクリニック 胃腸科外科 ７４－２８００ 湧 水 町
青雲病院眼科 眼科 ６６－３０８０ 姶 良 町
こどもクリニック山崎 小児科 ６５－１３５０ 姶 良 町

5 月 27 日 日

田中内科消化器科 内消化器小児科 ４６－６１２３ 国 分
隼人クリニック 外科 ４３－５５１１ 隼 人
松本外科胃腸科 外科胃腸科 ６３－１９１１ 加 治 木 町
おおのクリニック 耳鼻咽喉科 ６４－５５３３ 姶 良 町
林内科医院 内科小児科 ７５－２０４７ 湧 水 町
たかひろ眼科 眼科 ５５－６０００ 姶 良 町
たちくら小児科 小児科 ４７－１２１１ 国 分

月　日 曜日 薬　局　名 電　話 地　区

5 月 3 日 木 国分中央薬局 ４８－５１３３ 国　　　 分
㈱霧島市民薬局 ４５－４３３８ 国　　　 分

４日 金
わかば調剤薬局 ４３－５４３０ 隼 　  　 人
サン調剤薬局 ７２－１８００ 横 　  　 川
ファミリー調剤薬局 ６４－０６０７ 国　　　 分

５日 土
㈱霧島市民薬局 ４５－４３３８ 国　　　 分
ひなた調剤薬局 ４２－８７０４ 隼 　  　 人
とざか薬局隼人店 ６４－２２７０ 隼 　  　 人

６日 日 ケーアイ調剤薬局溝辺店 ５９－１５５５ 溝　　  辺
きらら薬局 ４７－５６５６ 国　　　 分

13 日 日 こすもす薬局 ６４－０３１１ 国　　　 分
はやと第一薬局 ４３－６３６３ 隼 　  　 人

20 日 日 国分駅前薬局 ４８－８２８２ 国　　　 分
27 日 日 あもりがわ薬局 ４４－９２１１ 隼 　  　 人

姶良郡薬剤師会

地　

区
医 療 機 関 名 電話番号

乳　幼　児 学　童

ＢＣＧ 三種混合 M R 日脳
( 幼児）

日脳
（小 4）

二混
（小 6）

国　
　
　

分

青葉クリニック ６４－０６４６ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
鵜木医院 ４５－００１１ 　 ◎ ○ ○ ○ ○
かのう医院 ４６－９１１１ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
きたはらこどもクリニック ６４－０６７７ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
国分なかむらクリニック ４５－３３３３ 　 　 　 　 ○ ○
国分外科胃腸科 ４７－２３１１ 　 　 　 　 ○ ○
たちくら小児科 ４７－１２１１ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
田中医院 ４６－０３１５ 　 ◎ ○ ○ ○ ○
帖佐クリニック ６４－０７１１ 　 　 ○ ○ ○ ○
浜田医院 ４５－０５０６ 　 　 ○ ○ ○ ○
ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱむろ内科 ４６－６６１１ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
国分生協病院 ４５－４８０６ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
田中内科消化器科 ４６－６１２３ 　 ◎ ◎ ○ ○ ○
いかりこどもｸﾘﾆｯｸ ４８－５８５８ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
清水内科 ４７－７１７３ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

福山 八木クリニック ５６－３０００ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

隼　
　

人

かわの小児科 ４２－８８６６ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
永山医院 ４２－０１０９ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
隼人クリニック ４３－５５１１ ◎ 　 　 　 　 　
永田医院 ４２－３４０２ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
たぐち内科 ４２－０３２０ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
山下内科クリニック ４３－０４６０ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
浜崎病院 ４２－０３４９ 　 ◎ ◎ ○ ○ ○
はやと整形外科 ４３－６１１１ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
隼人温泉病院 ４２－２１５１ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

横 

川
伊東内科クリニック ７２－９０８８ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
林内科 ７２－１８１８ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

溝  

辺

壱岐医院 ５９－２０１９ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
佐藤医院 ５９－２６０７ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
徳永医院 ５８－２３０２ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
とくだクリニック ６４－１７１７ 　 ◎ ◎ ○ ○ ○

牧 

園

大庭医院 ７６－１９８４ ◎ ◎ ◎ 　 　 ○
春田医院 ７６－００５３ ◎ ◎ ◎ 　 　 ○
霧島桜ヶ丘病院 ７８－３１３５ 　 　 ◎ 　 　 　

霧 

島
竹田医院 ５７－００１１ ◎ 　 　 　 　 　
霧島杉安病院 ５７－１２２１ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

個
別
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
の
予
防
接
種
は
4
月
16
日（
月
）

か
ら
実
施
し
ま
す
。（
た
だ
し
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接

種
の
み
4
月
2
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
）

左
記
の
医
療
機
関
で
、
霧
島
市
発
行
の
予
診

票
を
使
用
す
る
と
、
接
種
が
可
能
で
す
。（
合

併
前
の
旧
予
診
票
は
無
効
で
す
）

※�

接
種
希
望
の
か
た
は
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
・
予
約
を
し
て
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
母
子
健

康
手
帳
が
な
い
と
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
予
診
票
の
な
い
か
た
は
健
康
増
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
で
再
発
行
し
ま
す
）

※�

◎
は
通
年
接
種
医
療
機
関
、
○
は
期
間
限
定

医
療
機
関
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
地
域
保
健
係

☎
（
64
）
０
９
０
５
ま
た
は
各
総
合
支
所

春
季
ポ
リ
オ
経
口
ワ
ク
チ
ン
投
与
に
つ
い
て

１
．
通
知
対
象
者
（
春
季
分
）

平
成
18
年
1
月
1
日
～
平
成
18
年
12
月
31
日

生
（
前
記
対
象
者
よ
り
、
以
前
に
出
生
さ
れ
た

７
歳
６
か
月
未
満
の
か
た
は
接
種
可
能
）

２
．
持
っ
て
く
る
も
の

霧
島
市
発
行
の
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳

※�

予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は
予
診
票

を
再
発
行
し
ま
す
。
ま
た
接
種
会
場
に
予
備

の
予
診
票
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

３
．
任
意
接
種
者

昭
和
50
年
～
昭
和
52
年
生
ま
れ
の
か
た
で
、

投
与
を
受
け
る
児
と
同
居
し
て
い
る
か
接
触
す

る
機
会
の
多
い
希
望
者
（
任
意
の
た
め
接
種
料

２
、０
０
０
円
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
妊

娠
中
の
方
は
対
象
外
で
す
。
お
子
さ
ん
と
同
日

に
投
与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

地区 実施場所 受付時間 実施日（春季分）

国分 国分保健センター 13：00～13：30
5月　 16日・23日・24日・25日・28日・29

日・30日・31日
6月　1日　11日

隼人 すこやか保健センター 13：30～13：50 5月　18日・22日・31日
6月　 1日・ 8日・14日

牧園 牧園保健センター 13：15～13：30 5月　15日
横川 横川保健センター 14：00～14：15 5月　15日
溝辺 溝辺保健福祉センター 13：00～13：30 5月　16日　22日
福山 福山活性化センター 13：30～13：45 5月　17日
霧島 霧島保健福祉センター 13：30～14：00 5月　24日

三種混合予防接種行政措置接種について
　三種混合予防接種 1 期初回接種は、計 3 回をそれぞれ 3 ～ 8 週間の間隔をあけて接
種しますが、平成 19 年 4 月実施分より、1 期初回の間隔が 8 週間以上あいてしまっ
た場合実費負担となります。
　ただし、接種医療機関において保護者が申請書を提出した場合、公費負担で接種を
受けられます。
　１　接種区分は任意接種となります。
　２　接種間隔確認のため必ず母子健康手帳が必要です。
　３　通知された予診票はそのまま使用できます。（７歳６か月未満まで）
　４　医療機関で申請書を記入後、提出した時点で接種することができます。
　５　予防接種料金は無料です。

◎個別予防接種

◎春季ポリオ経口ワクチン



Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

す
。（
50
歳
の
お
ば
さ
ん
50
歳
女
性
）

●

広
報
誌
は
、
市
か
ら
の
情
報
伝
達

手
段
で
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
最

新
情
報
を
適
宜
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
月
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
新
年

度
か
ら
は
紙
質
を
変
え
る
な
ど
経
費

節
減
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、
広
報

誌
に
企
業
広
告
を
掲
載
し
、
広
報
誌

の
印
刷
代
に
充
て
る
な
ど
、
ご
意
見

を
参
考
に
善
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
親
類
に
障
害
者
が
い
ま

す
。
大
分
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
普
通
に
ス
ー
パ
ー

や
銀
行
で
働
く
障
害
者
の
か
た
が
た

が
い
ま
す
。
親
は
高
齢
に
な
り
霧
島

市
に
も
ど
っ
て
き
て
ほ
し
い
、
で
も

こ
ち
ら
に
は
働
く
場
所
、
障
害
を
持

つ
仲
間
を
作
る
場
が
な
い
の
で
す
。

市
に
は
障
害
を
持
つ
か
た
が
た
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
き
ま
す
。
市

長
に
は
、
外
に
出
か
け
ら
れ
る
施
設

や
働
く
場
、
道
路
な
ど
の
整
備
を
。

広
報
誌
に
は
、
そ
ん
な
状
況
の
霧
島

市
や
、
障
害
者
へ
の
心
配
り
な
ど
も

特
集
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
あ
ー
と

思
い
ま
す
。
定
年
し
た
後
の
か
た
だ

け
で
な
く
、
こ
の
霧
島
で
生
ま
れ
て

育
っ
た
障
害
を
持
つ
か
た
が
た
も
、

も
ど
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
障
害
を
持
つ

も
の
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
健
康
な
人

の
様
に
生
活
し
、
普
通
に
対
応
し
て

ほ
し
い
の
で
す
ヨ
。
自
然
に
そ
れ
が

で
き
る
と
と
て
も
ス
テ
キ
で
す
よ

ね
？（
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
30
歳
女
性
）

●

息
子
さ
ん
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い

と
い
う
、
高
齢
の
親
御
さ
ん
の
切
実

な
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
を
持

つ
か
た
が
就
労
す
る
た
め
の
環
境
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
市
で

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
企
業
と
連
携
し
、

多
く
の
か
た
が
働
く
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
職
場
適

応
援
助
支
援
制
度
な
ど
の
活
用
も
そ

の
一
つ
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県

c
o

m
m

u
n

i
t

y

民
間
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ

て
私
た
ち
は
、
困
っ
て
い
ま

す
。
20
年
４
月
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し

て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
曽
於
市
で

は
早
く
も
思
い
や
り
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
を
運
行
、
交
通
弱
者
へ
の
立
場
に

た
っ
て
の
本
当
に
思
い
や
り
だ
と
思

い
ま
す
。
現
在
の
小
型
で
毎
日
、
せ

め
て
１
時
間
ご
と
に
運
行
、
今
の
バ

ス
は
国
分
ま
で
遠
ま
わ
り
す
ぎ
て
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
ま
す
。
短
時
間
で

行
け
た
ら
病
院
に
行
く
に
も
本
当
に

い
い
と
思
い
ま
す
。（
バ
ス
大
好
き

お
ば
さ
ん
58
歳
女
性
）　　
　
　
　

●

路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
た
い
へ

ん
お
困
り
だ
と
思
い
ま
す
。
市
で
は

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
を
現
在
運
行
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
の
運
行

を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検

討
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
や
利
用
実
態
な
ど
を
把
握
し
、
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
隼
人
駅
へ
来
て
、

今
回
、
青
春
18
き
っ
ぷ
で
吉

松
か
ら
熊
本
、
福
岡
へ
と
足
を
伸
ば

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
車
内
で
ふ
と
目
に

気
づ
い
た
記
事
に
「
保
証
人
と
連
帯

保
証
人
」
の
違
い
に
つ
い
て
書
い
て

あ
り
、「
な
る
ほ
ど
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
困
っ
た
人
が
い
ま

す
。
や
さ
し
い
人
も
旅
の
途
中
で
見

つ
け
ま
す
が
、
厳
し
い
こ
と
が
多
い

世
の
中
で
す
。
こ
ん
な
記
事
も
ま
た

載
せ
て
く
だ
さ
い
。
せ
ち
が
ら
い
世

の
中
で
な
く
明
る
い
社
会
に
な
り
ま

す
よ
う
に
！
（
Ａ
・
Ｙ
46
歳
男
性
）

●

久
し
ぶ
り
の
列
車
の
旅
、
い
い
で

す
ね
。
読
ま
れ
た
記
事
は
、
３
月
の

広
報
誌
（
上
旬
号
）
お
知
ら
せ
コ
ー

ナ
ー
の
記
事
「
借
金
は
よ
く
考
え
て

か
ら
」
だ
と
思
い
ま
す
。
知
っ
て
い

る
よ
う
で
「
違
い
は
」
と
聞
か
れ
る

と
、
な
か
な
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

保
証
人
に
な
る
事
も
多
く
、
参
考
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う

な
記
事
も
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
分
に
引
っ
越
し
て
来
て
４

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
合
併
で

大
き
な
市
に
な
り
、
と
て
も
住
み
や

す
く
、
ま
た
広
報
誌
を
通
し
て
さ
ら

に
良
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
然
が

多
く
、
レ
ン
ゲ
草
が
咲
く
田
園
風
景

と
霧
島
連
山
が
マ
ッ
チ
し
て
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。
紹
介
さ
れ
た
場
所

に
は
で
き
る
限
り
出
向
い
て
行
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
号
の

表
紙
の
写
真
に
は
い
つ
も
心
が
癒い
や

さ

れ
て
お
り
ま
す
。（
白
い
タ
ン
ポ
ポ

54
歳
女
性
）

●

霧
島
市
は
、
合
併
し
て
大
き
な
ま

ち
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い

自
然
が
豊
富
な
観
光
の
ま
ち
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
所
な
ど
数
多
く
紹
介
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

待
ち
に
待
っ
た
「
公
民
館
講

座
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

し
た
。
昨
年
、
下
の
子
ど
も
が
幼
稚

園
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
ほ
ん
の
一

時
で
も
、
自
分
の
時
間
が
も
て
た
ら

と
「
菓
子
作
り
講
座
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
会
う

か
た
た
ち
ば
か
り
で
し
た
が
、
回
数

を
重
ね
る
う
ち
に
皆
と
打
ち
解
け
、

楽
し
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
先
生
は
長
年
の

講
師
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
で
、
最
後

の
受
講
生
と
い
う
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し

た
。
今
年
も
ま
た
、
楽
し
い
講
座
に

め
ぐ
り
あ
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。（
奥
さ
ま
は
魔
女
37
歳
女
性
）

●

や
っ
と
で
き
た
一
時
の
自
分
の
時

間
に
公
民
館
講
座
に
参
加
さ
れ
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
最

初
は
打
ち
解
け
な
い
講
座
も
楽
し
い

講
座
と
な
り
、
ま
た
良
い
思
い
出
と

な
り
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
講
座
に
参
加
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
か
月
に
２
、
３
回
は
国
分
隼

人
サ
テ
ィ
に
来
て
い
ま
す
。

企
業
と
大
学
が
多
く
空
港
が
近
い
せ

い
か
人
も
多
く
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い

で
す
。
特
に
若
い
年
代
と
子
ど
も
が

多
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
活
気
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
宮
崎
県
の
三
股

町
か
ら
丁
度
良
い
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
郵
便
局
前
の

道
路
は
渋
滞
し
て
い
る
の
で
市
役

所
・
法
務
局
・
ホ
テ
ル
京
セ
ラ
前
の

道
路
の
コ
ー
ス
を
通
る
と
ス
イ
ス
イ

快
適
で
時
間
短
縮
に
も
な
り
ま
す
。

サ
テ
ィ
に
来
て
い
る
人
の
鹿
児
島
弁

を
聞
く
と
鹿
児
島
市
出
身
な
の
で
な

つ
か
し
く
て
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
霧

島
市
民
で
な
い
の
に
投
稿
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
又
兵
衛
60
歳
男
性
）

●

さ
す
が
に
市
内
の
道
路
も
よ
く
ご

存
知
で
す
ね
。
企
業
が
多
く
、
大
学

が
２
校
、
短
大
１
校
、
高
専
１
校
、

高
校
が
６
校
あ
り
、
若
者
の
ま
ち
と

言
わ
れ
活
気
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
鹿

児
島
弁
が
懐
か
し
そ
う
で
す
ね
。
霧

島
市
に
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

第
５
号
の
霧
島
市
議
会
だ
よ

り
を
み
て
ま
し
て
「
広
報
お

よ
び
お
知
ら
せ
版
の
見
直
し
を
」
と

言
う
声
、
私
も
賛
成
し
た
い
所
で
す

が
年
間
４
、１
０
０
万
円
。
広
報
誌

も
月
２
回
の
発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
初
め
１
回
だ
け
に
し
て
は

と
考
え
ま
す
。
他
県
で
も
月
１
度
の

割
り
で
発
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
広
報
を
完
全
に
な
く
す
事
は
し

な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
で

何
が
あ
る
の
か
、
今
何
を
す
る
の
か

全
く
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
１
回
は
発
行
し
て
ほ
し
い
も
の
で

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.31/2007.4）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読者プレゼント

電話（　　　　　　）　　　　－

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
広
報
に
つ
き
ま
し
て
も
、
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
福
祉
の
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
起
こ
っ
た
新
潟

県
中
越
地
震
で
の
被
災
者

の
か
た
が
た
を
見
た
こ
と
を
薩
摩
狂

句
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
つ
く

り
始
め
ま
し
た
。
今
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

薩
摩
狂
句
コ
ー
ナ
ー
に
出
し
て
頭
の

体
操
に
と
思
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

我わ

が

し

ん

で

が
信
念
で　

狙ね
ろ

たた

学ま
な
び
や校　

目ま

標と

命い

と

め
中
め

夫み
と
く
ら
し

婦
生
活　

孫ま

ご

ん

し

ら

せ

が

ん
良
情
報
が

生い

き

げ

な

っ

甲
斐
な
っ

（
東
芦
谷
吉
男
81
歳
男
性
）

●

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
狂
句
を

投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ

も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
も
の
で
楽
し

く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
19
通
の
お
便
り
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
７
人
の
か
た
に

配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

鹿児島県理容生活衛生同業組合霧島支部
からヘアドライヤーをプレゼントします。
霧島支部理容組合では、お客さ
まへ安心･安全や確かな技術の
提供のため講習会･勉強会に取
り組んでいます。また介助が必
要な方のためのケア理容師講
習など加盟店独自の制度なども
あります。お客さまの身近なヘア
アドバイザーとして組合加盟店
をどうぞご利用ください。

◎問い合わせ先＝霧島支部理容組合　☎（45）1479
　http://www.topic-net.com/kiri/

お便りをくださったかたの中からヘ
アドライヤーを５人のかたにプレゼン
ト。応募締切は４月27日㈮当日消印
有効です。当選の発表は、商品の発送
をもってかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げてほ
しい記事、霧島市への思い、あなたの身近な
出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたより待ってます
4

おきな草
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う
ぶ
声

届
出
日
（
２
／
１
～
２
／
28
）

◎
国　

分

（
出
生
児
）　	

（
届
出
者
）	

	（
自
治
会
）

下
園　

凜り
ん	

純
司	

新
町
第
４

田
中　

こ
こ
み	

岳
宏	

検
校
橋
団
地

武
田　

悠ゆ
う

花か	

茂
人	

岩
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

丸
野　

智と
も

哉や	

純
忠	

剣
之
宇
都

吉
永　

莉み
り

愛あ	

晴
司	

青
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

新
屋　

み
う	

悟	

松
木
西

宮
迫　

愛あ
い

梨り	

祐
也	

大
野
原
団
地
２

新
迫　

み
ち
る	

裕
樹	

広
瀬
17

石
崎　

嵯さ

弥や	

博
之	

広
瀬
24

白
鳥　

弘こ
う

士し

郎ろ
う	

竜
也	

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
５

桑
波
田　

瑚こ

遥は
る	

博
志	

重
久

眞
榮
里　

琉
り
ゅ
う

嘉が	

崇
徳	

奈
良
田
団
地

石
元　

陽は
る

音ね	

和
哉	

新
清
水
団
地

樋
髙　

光ひ
か

流る	

英
則	

福
島
４

叶　
　

楓ふ
う

菜な	

和
美	

川
内
団
地

池
田　

遥
は
る
か	

統
一	

検
校
橋
団
地

河
原　

挑い
ど

武む	
進	

松
山

江
神　

息い
ぶ
き吹	
昭
一	

東
中
団
地

白
畑　

航
わ
た
る	

賢
二
郎	

辻
松
山

山
中　

美み

樹き	

正
樹	
広
瀬
17

池
田　

佳か

穂ほ	

克
俊	

城
山

米
德　

春は
る

希き	

祐
作	

上
車
田

水
元　

あ
お
い	

諭	

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
５

町
田　

瑠る

璃り	

悦
朗	

福
島
２

古
川　

陽ひ
な

太た	

哲
志	

新
町
第
５

田
口　

大は
る

翔と	

雄
大	

三
郷

木
村　

心し

音お
ん	

晋
一
郎	

仲
町

◎
溝
辺
町

野
間　

大ひ
ろ

明あ
き	

重
洋	

第
２
金
割
団
地

小
宮
路　

緑い
ろ

音の	

裕
紀	

第
２
金
割
団
地

大
栄　

ひ
な
た	

勇
作	

陵
北
自
治
公

池
澤　

慶け
い

祐す
け	

正
信	

中
野

有
留　

楽が
く

人と	

龍
一	

セ
ジ
ュ
ー
ル
ユ
ミ

中
西　

悠ゆ
う

心し
ん	

寛	

シ
ェ
ー
ネ
・
ラ
イ
ツ

田　

桃も
も

果か	

伸
久	

麓
原
自
治
公

◎
横
川
町

本
村　

一か
ず

歩ほ	

憲
二	

桜
本

◎
牧
園
町

宮
原　

心こ
こ

愛あ	

翔	

牧
園
５
区

牧
野　

天て

麗れ

紗さ	

幸
弘	

牧
園
８
区

◎
霧　

島

原
田　

遥は
る

菜な	

聡	

待
世

川
畑　

杏あ
ん

奈な	

秀
和	

川
北

◎
隼
人
町

上
床　

美み

空く	

真	

見
次
１

黒
木　

心こ

春は
る	

敬
介	

新
川
９

堀
内　

彩あ
や

夢め	

奈
男
樹	

中
央
２

前
田　

美み

咲さ
き	

憲
一	

新
川
６

松
田　

翔
し
ょ
う

也や	

沙
織	

沢
馬
場
１

吉
井　

陽ひ
な
た大	

順
一	

川
尻
北

南
園　

龍
り
ゅ
う

斗と	

行
徳	

住
吉
15

篠
原　

夢ゆ

月づ
き	

慎
也	

本
町
３

大
重　

晴は
る

希き	

芳
文	

新
川
３

徳
重　

亜あ

月づ
き	

信
一	

住
吉
15

小
林　

実み

加か	

昭
彦	

真
孝
15

髙
田　

侑ゆ

衣い

芽か	

勝
成	

第
２
内
山
田
団
地

成
政　

り
あ
な	

研
太	

西
瓜
川
原

中
村　

優ゆ

紀き

菜な	

博
恭	

納
屋
４

髙
吉　

真ま

衣い	

秀
一	

新
七

寺
田　

敦た
い

生き	

研
二	

湯
の
里

◎
福
山
町

松
崎　

美み

羽は

音ね	

義
美	

東
牧
之
原

松
崎　

奏か
な

翔と	

義
美	

東
牧
之
原

※	

３
月
号
の
う
ぶ
声
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
前
】湯
前	

勝
昴・

→【
訂
正
後
】
湯
前	

勝
昂・

お
く
や
み

届
出
日
（
２
／
１
～
２
／
28
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　
　

	（
年
齢
）		　
（
自
治
会
）

牧　
　

エ
ミ　
　
　

96　
　

清
水
東

桐
原　

ユ
キ
エ　
　

77　
　

下
立

道
場　

重
雄　
　
　

68　
　

一
条

渡
邉　

イ
ツ
子　
　

80　
　

春
山

辻
田　

ソ
ノ　
　
　

98　
　

神
田
西

山
口　

ト
ミ　
　
　

90　
　

東
黒
潮

米
田　

直
一　
　
　

96　
　

東
上

福
留　

和
子　
　
　

80　
　

弟
子
丸

池
田　

重
弘　
　
　

80　
　

府
中
東

岩
下　

ミ
子　
　
　

95　
　

広
瀬
16

神
野　

綾
子　
　
　

77　
　

竹
下

内
野　

義
盛　
　
　

96　
　

中
台

小
野
田　

大
二　
　

92　
　

阿
御
前

新
橋　

武
一　
　
　

79　
　

一
心

泊　
　

正
弘　
　
　

80　
　

寺
馬
場

商　
　

都
子　
　
　

93　
　

嘉
祥
園

西
元　

三
勇　
　
　

70　
　

広
瀬
16

楠
元　

雄　
　
　

81　
　

仁
田
原

稲
田　

純
孝　
　
　

69　
　

松
木
西

德
田　

初
男　
　
　

77　
　

広
瀬
10

前
田　

東
一　
　
　

62　
　

弟
子
丸

伊
地
知　

ム
ツ
子　

72　
　

大
田

池
田　

エ
イ　
　
　

102　
　

下
村
東

岩
重　

久
子　
　
　

90　
　

赤
川

尾
辻　

善
久　
　
　

64　
　

西
内
の
丸

川
畑　

吉
光　
　
　

82　
　

下
村
西

堀
切　

健
治
郎　
　

80　
　

広
瀬
11

◎
溝
辺
町

岩
元　

ナ
ミ
子　
　

82　
　

麓
玉
利
西

川
添　

睦
夫　
　
　

65　
　

森
園

別
府　

安
憲　
　
　

77　
　

宮
川
内
２
班

堀
之
内　

ソ
メ　
　

93　
　

鍋
西

中
野　

秋
良　
　
　

77　
　

早
岡

◎
横
川
町

坂
元　

滋　
　
　
　

84　
　

下
新
町

西
村　

精
二　
　
　

50　
　

紫
尾
田

松
本　

宗
雄　
　
　

75　
　

上
向
江

羽
田　

三
男　
　
　

78　
　

小
原

谷
口　

勝　
　
　
　

66　
　

古
城

市
来　

ハ
ル
エ　
　

93　
　

横
川
緑
風
園

◎
牧
園
町

改
元　

ト
メ　
　
　

87　
　

中
津
川
６
区

田
中　

キ
ヨ　
　
　

83　
　

中
津
川
５
区

中
村　

満　
　
　
　

76　
　

三
体
３
区

飯
田　

ミ
ツ
子　
　

76　
　

高
千
穂
６
区

大
工　

タ
ミ
子　
　

64　
　

万
膳
５
区

永
岩　

カ
ヨ　
　
　

84　
　

高
千
穂
６
区

山
﨑　

來
見　
　
　

69　
　

高
千
穂
８
区

若
松　

田
鶴
子　
　

83　
　

牧
園
９
区

芦
谷
原　

優　
　
　

82　
　

牧
園
８
区

玉
利　

積　
　
　
　

62　
　

高
千
穂
６
区

◎
霧　

島

湯
ノ
迫　

ツ
ユ　
　

89　
　

遠
見
松

江
口　

良
光　
　
　

76　
　

川
北

迫
間　

時
義　
　
　

91　
　

野
上

杉
本　

薫　
　
　
　

72　
　

遠
見
松

場
集
田　

チ
ヨ　
　

81　
　

向
田

◎
隼
人
町

川
畑　

ト
ミ
エ　
　

91　
　

高
江

児
玉　

節
男　
　
　

87　
　

西
瓜
川
原

湊　
　

正
夫　
　
　

77　
　

里
下

樋
渡　

重
德　
　
　

89　
　

橋
之
口

德
永　

節
子　
　
　

78　
　

小
田
西

宮
原　

洋
治　
　
　

78　
　

中
道
２

引
地　

竹
水　
　
　

89　
　

餅
田
上

古
道　

和
明　
　
　

72　
　

中
央
２

宮
川　

好
美　
　
　

76　
　

中
央
１

末
永　

榮　
　
　
　

87　
　

東
後

鶴
園　

俊
雄　
　
　

62　
　

鼻
切

秋
丸　

義
盛　
　
　

75　
　

大
津

米
澤　

ハ
チ
ヱ　
　

88　
　

堂
地
西

岩
元　

敏
夫　
　
　

82　
　

東
前

林　
　

常
次
郎　
　

90　
　

住
吉
11

中
間　

ス
ミ
ヱ　
　

91　
　

し
ゅ
じ
ゅ
ど
ん

三
苫　

チ
エ　
　
　

81　
　

新
七

迫
田　

京
子　
　
　

75　
　

第
２
内
山
田
団
地

田
上　

昌
仁　
　
　

55　
　

中
城
中

外
尾　

秀
俊　
　
　

82　
　

新
川
６

末
永　

ス
ミ　
　
　

99　
　

迫
間

渕
脇　

工　
　
　
　

83　
　

新
川
１

寺
園　

ミ
チ
エ　
　

87　
　

住
吉
６

米
永　

德
子　
　
　

54　
　

大
津
団
地

◎
福
山
町

有
村　

シ
モ　
　
　

97　
　

新
原

吉
留　

道
將　
　
　

42　
　

麓

橋
口　

キ
ミ　
　
　

92　
　

堀
之
頭

上
鍋　

貞
文　
　
　

76　
　

前
川
内

徳
田　

想そ

来ら	
義
幸	

川
跡
南
第
２

宇
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市長交際費（3月分）
3月 5日 首都圏牧園会総会時お茶・関平鉱泉水 17,100 
3月10日 故森山米志氏（民生委員）告別式時生花 10,500 
3月10日 故森山米志氏告別式時香典 10,000 
3月11日 関西福山会総会時祝儀 20,000 

３月分合計 57,600 
（単位：円）

市長の交際費をお知らせします。

行政改革とは
今年の2月に霧島市集中改革プランを発表しました。185
項目に及ぶもので、これを着実に遂行していくことができれ
ば、質の高い公共サービスが実現できると考えています。
今回の改革プランは霧島市行政改革大綱に基づいて策定し
ました。基本的な考え方は地方分権ということです。中央で
決める全国一律の平均的なサービスよりも、本当に必要とし
ているところへ、できる人が行ってやるというような時代が
到来し、これによって地域社会の共通価値（公共）を実現し
ていくのは、行政だけでなくてもいいという考えが浸透して
きました。地域の公共サービスはボランティアやＮＰＯでも
行えるという人が増えてきたのです。このような価値観を多
くの地域住民が持てば、今抱えている自治体の財政的な負担
が大きく軽減されることは間違いありません。それは決して
「市役所の下請け」を意味するものではなく、自分たちの自
治体の財政負担が軽減されるということは、取りも直さずそ
こに住んでいる人たちが、その自治体を経営することに成功
している証拠だと考えられるからです。そのメリットは行政
のためではなく、市民のためでなくてはなりません。市民の
満足度を追求し、市民の視点に立った改革が求められます。

市長コラム 前田終止

広報きりしま  2627  Kirishima City Public Relations, 2007.4, Japan


